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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する情報を獲得することと、ここにおいて、前
記獲得された情報は、前記セルに関する、物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）、周波数
（ｅａｒＦＣＮ）、および帯域幅を備える構成情報を含み、
　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を
格納することと、
　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説値
を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用す
ることと、
　前記最初のＭｉ仮説値を使用して前記ＵＥによって、前記セル上でのシステム情報ブロ
ック（ＳＩＢ）に関する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）復号を実行するこ
とと、ここにおいて、前記ＳＩＢは、ＳＩＢ１である、
　を備え、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セル情報データベース内
に格納された前記セルに関する前記獲得された情報を使用して、所望の能力を有するセル
を選択することをさらに備える、方法。
【請求項２】
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　前記構成情報は、前記セルの位置をさらに備え、前記セル情報データベース内に前記セ
ルに関する前記獲得された情報を格納することは、前記セル情報データベース内に前記セ
ルの前記位置を格納することを含み、
　前記方法は、測位基準信号（ＰＲＳ）、到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）、または
決定された全地球測位システム（ＧＰＳ）座標のうちの少なくとも１つに関連するデータ
をキャッシュの形態で前記セル情報データベース内に格納することをさらに含み、前記方
法は、
　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関するクローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）能力情報をさらに含み、前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記
獲得された情報を格納することは、前記ＣＳＧ能力情報を格納することを含み、前記方法
は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用することと、
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関する発展型マルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報をさらに含み、前記セル情
報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を格納することは、前記ｅＭＢ
ＭＳ能力情報を格納することを含み、前記方法は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
ル情報データベースを使用することと、
　前記セルがｅＭＢＭＳ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにお
いて有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初
の獲得を優先することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記格納することは、前記セル上での無線リンク障害（ＲＬＦ）または同期外（ＯＯＳ
）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セルのセル構成情報（ＣＣＩ）およ
び前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以前のセルの１つまたは複数のＣ
ＣＩのシーケンスを記録することを含み、ここにおいて、前記構成情報は、前記セルの前
記ＰＣＩと、公衆陸上無線ネットワーク（ＰＬＭＮ）と、前記ｅａｒＦＣＮとを含み、前
記方法は、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定することと、
　前記合致を前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイベ
ントのうちの少なくとも１つを予測することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記格納することは、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生または予測のうちの少な
くとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少なくとも部分的に応答して、ＣＣ
Ｉの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセルのＣＣＩを記録することをさ
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らに含み、前記方法は、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを前記予測
することに少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方
法を使用すること
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　無線通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する情報を獲得するための手段と、ここにおい
て、前記獲得された情報は、前記セルに関する、物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）、
周波数（ｅａｒＦＣＮ）、および帯域幅を備える構成情報を含み、
　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を
格納するための手段と、
　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説値
を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用す
るための手段と、
　前記最初のＭｉ仮説値を使用して前記ＵＥによって、前記セル上でのシステム情報ブロ
ック（ＳＩＢ）に関する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）復号を実行するた
めの手段と、ここにおいて、前記ＳＩＢは、ＳＩＢ１である、
　を備える、装置。
【請求項８】
　前記構成情報は、前記セルの位置をさらに備え、前記セル情報データベース内に前記セ
ルに関する前記獲得された情報を格納するための前記手段は、前記セル情報データベース
内に前記セルの前記位置を格納するための手段を含み、
　前記装置は、測位基準信号（ＰＲＳ）、到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）、または
決定された全地球測位システム（ＧＰＳ）座標のうちの少なくとも１つに関連するデータ
をキャッシュの形態で前記セル情報データベース内に格納するための手段をさらに含み、
前記装置は、
　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用するための手段
　をさらに備える、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関するクローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）能力情報をさらに含み、前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記
獲得された情報を格納するための前記手段は、前記ＣＳＧ能力情報を格納するための手段
を含み、前記装置は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用するための手段と、
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先するための手段と、
　をさらに備える、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関する発展型マルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報をさらに含み、前記セル情
報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を格納するための前記手段は、
前記ｅＭＢＭＳ能力情報を格納するための手段を含み、前記装置は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
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ル情報データベースを使用するための手段と、
　前記セルがｅＭＢＭＳ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにお
いて有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初
の獲得を優先するための手段と
　をさらに備える、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　格納するための前記手段は、前記セル上での無線リンク障害（ＲＬＦ）または同期外（
ＯＯＳ）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セルのセル構成情報（ＣＣＩ
）および前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以前のセルの１つまたは複
数のＣＣＩのシーケンスを記録するための手段を含み、ここにおいて、前記構成情報は、
前記セルの前記ＰＣＩと、公衆陸上無線ネットワーク（ＰＬＭＮ）と、前記ｅａｒＦＣＮ
とを含み、前記方法は、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定するための手段と、
　前記合致を前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイベ
ントのうちの少なくとも１つを予測するための手段と
　をさらに備える、請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　格納するための前記手段は、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生または予測のうち
の少なくとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少なくとも部分的に応答して
、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセルのＣＣＩを記録するた
めの手段をさらに含み、前記方法は、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを前記予測
することに少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方
法を使用するための手段をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサ
に、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する情報を獲得することと、ここにおいて、前
記獲得された情報は、前記セルに関する、物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）、周波数
（ｅａｒＦＣＮ）、および帯域幅を備える構成情報を含み、
　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を
格納することと、
　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説値
を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用す
ることと、
　前記最初のＭｉ仮説値を使用して前記ＵＥによって、前記セル上でのシステム情報ブロ
ック（ＳＩＢ）に関する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）復号を実行するこ
とと、ここにおいて、前記ＳＩＢは、ＳＩＢ１である、
　を行わせる命令を記録した、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　前記構成情報は、前記セルの位置をさらに備え、前記命令は、前記１つまたは複数のコ
ンピュータに、前記セル情報データベース内に前記セルの前記位置を格納することによっ
て少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情
報を格納することをさらに行わせ、
　前記命令は、測位基準信号（ＰＲＳ）、到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）、または
決定された全地球測位システム（ＧＰＳ）座標のうちの少なくとも１つに関連するデータ
をキャッシュの形態で前記セル情報データベース内に格納することをさらに行わせ、ここ
において、前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、
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　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用すること
　をさらに行わせる、請求項１３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１５】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関するクローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）能力情報をさらに含み、前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、
前記ＣＳＧ能力情報を格納することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベー
ス内に前記セルに関する前記獲得された情報を格納することをさらに行わせ、ここにおい
て、前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用すること、および
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先すること
　をさらに行わせる、請求項１３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関する発展型マルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報をさらに含み、前記命令は
、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記ｅＭＢＭＳ能力情報を格納することによっ
て少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情
報を格納することをさらに行わせ、ここにおいて、前記命令は、前記１つまたは複数のコ
ンピュータに、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
ル情報データベースを使用すること、および
　前記セルがｅＭＢＭＳ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにお
いて有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初
の獲得を優先すること
　をさらに行わせる、請求項１３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記セル上での無線リンク障害（
ＲＬＦ）または同期外（ＯＯＳ）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セル
のセル構成情報（ＣＣＩ）および前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以
前のセルの１つまたは複数のＣＣＩのシーケンスを記録することによって少なくとも部分
的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記情報を格納することをさらに行
わせ、ここにおいて、前記構成情報は、前記セルの前記ＰＣＩと、公衆陸上無線ネットワ
ーク（ＰＬＭＮ）と、前記ｅａｒＦＣＮとを含み、前記命令は、前記１つまたは複数のコ
ンピュータに、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定することと、
　前記合致を前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイベ
ントのうちの少なくとも１つを予測することと、
　をさらに行わせる、請求項１３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベント
の発生または予測のうちの少なくとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少な
くとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセ
ルのＣＣＩを記録することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前
記セルに関する前記構成情報を格納することをさらに行わせ、ここにおいて、前記命令は
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、前記１つまたは複数のコンピュータに、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを前記予測
することに少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方
法を使用すること
　をさらに行わせる、請求項１７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　無線通信のための装置であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する情報を獲得し、ここにおいて、前記獲得
された情報は、前記セルに関する、物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）、周波数（ｅａ
ｒＦＣＮ）、および帯域幅を備える構成情報を含み、
　　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報
を格納し、
　　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジ
ケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説
値を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用
し、
　　前記最初のＭｉ仮説値を使用して前記ＵＥによって、前記セル上でのシステム情報ブ
ロック（ＳＩＢ）に関する物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）復号を実行し、
ここにおいて、前記ＳＩＢは、ＳＩＢ１である、
　ように構成された１つまたは複数のプロセッサと、
　前記１つまたは複数のプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、
　を備える、装置。
【請求項２０】
　前記構成情報は、前記セルの位置をさらに備え、前記１つまたは複数のプロセッサは、
前記セル情報データベース内に前記セルの前記位置を格納することによって少なくとも部
分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を格納するよ
うにさらに構成され、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、測位基準信号（ＰＲＳ）、到着の観測された時間
差（ＯＴＤＡ）、または決定された全地球測位システム（ＧＰＳ）座標のうちの少なくと
も１つに関連するデータをキャッシュの形態で前記セル情報データベースに格納するよう
にさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用する
　ようにさらに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関するクローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）能力情報をさらに含み、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ＣＳＧ能力
情報を格納することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セル
に関する前記獲得された情報を格納するようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つ
または複数のプロセッサは、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用し、および
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先する
　ようにさらに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記セルに関する前記獲得された情報は、前記セルに関する発展型マルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報をさらに含み、前記１つま



(7) JP 6374024 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

たは複数のプロセッサは、前記ｅＭＢＭＳ能力情報を格納することによって少なくとも部
分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を格納するよ
うにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
ル情報データベースを使用し、および
　前記セルがｅＭＢＭＳ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにお
いて有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初
の獲得を優先する
　ようにさらに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記セル上での無線リンク障害（ＲＬＦ）または
同期外（ＯＯＳ）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セルのセル構成情報
（ＣＣＩ）および前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以前のセルの１つ
または複数のＣＣＩのシーケンスを記録することによって少なくとも部分的に前記セル情
報データベース内に前記セルに関する前記構成情報を格納するようにさらに構成され、こ
こにおいて、前記構成情報は、前記セルの前記ＰＣＩと、公衆陸上無線ネットワーク（Ｐ
ＬＭＮ）と、前記ｅａｒＦＣＮとを含み、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定し、
　前記合致を前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイベ
ントのうちの少なくとも１つを予測する
　ようにさらに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生または予
測のうちの少なくとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少なくとも部分的に
応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセルのＣＣＩを記
録することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する
前記構成情報を格納するようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプ
ロセッサは、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの前記予測
に少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方法を使用
する
　ようにさらに構成される、請求項２３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、それらの全体が本明細書における引用によって明示で組み込まれてお
り、２０１４年４月１５日に出願され、「OPTIMIZED CELL ACQUISITION FOR LTE（登録商
標） TDD SYSTEMS OR CSG/eMBMS CAPABLE UEs」と題する、米国仮特許出願第６１／９７
９，９６２号、および、２０１５年４月１３日に出願され、「OPTIMIZED CELL ACQUISITI
ON FOR LTE TDD SYSTEMS OR CSG/eMBMS CAPABLE UEs」と題する、米国実用特許出願第１
４／６８５，３４７号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、概して無線通信システムに関し、より具体的には、ロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ）時分割複信（ＴＤＤ）システムまたはクローズド加入者グ
ループ（ＣＳＧ）／発展型マルチキャストブロードキャストマルチメディアサービス（ｅ
ＭＢＭＳ）能力を有するユーザ機器（ＵＥ）のための最適化されたセル獲得に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　[0003]音声、映像、パケットデータ、メッセージング、ブロードキャスト、等のような
様々な無線通信サービスを提供するために無線通信ネットワークが広く展開されている。
これらの無線ネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することによって
複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。そのような
多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワークと、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）ネットワークと、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワークと、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワークと、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
ネットワークと、を含む。
【０００４】
　[0004]無線通信ネットワークは、幾つかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポート
することができる幾つかのｅＮｏｄｅＢを含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップ
リンクを介してｅＮｏｄｅＢと通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は、ｅ
ＮｏｄｅＢからＵＥへの通信リンクを意味し、アップリンク（または逆方向リンク）は、
ＵＥからｅＮｏｄｅＢへの通信リンクを意味する。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは
クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）／発展型マルチキャストブロードキャストマルチメ
ディアサービス（ｅＭＢＭＳ）能力を有するユーザ機器（ＵＥ）のための最適化されたセ
ル獲得のための技法が開示される。
【０００６】
　[0006]一態様では、無線通信のための方法は、ユーザ機器（ＵＥ）によって、
セルに関する構成情報、クローズド加入者グループ（ＣＧＳ）能力情報、または発展型マ
ルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報のうちの
少なくとも１つを獲得することを含む。方法はまた、ＵＥによって、セル情報データベー
ス内にセルに関する獲得された情報を格納することを含む。
【０００７】
　[0007]別の態様では、無線通信のための装置は、ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに
関する構成情報、クローズド加入者グループ（ＣＧＳ）能力情報、または発展型マルチメ
ディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報のうちの少なく
とも１つを獲得するための手段を含む。装置はまた、ＵＥによって、セル情報データベー
ス内にセルに関する獲得された情報を格納するための手段を含む。
【０００８】
　[0008]追加の態様では、コンピュータ可読媒体は、そこに格納されたプログラムコード
を有する。プログラムコードは、１つまたは複数のコンピュータによって実行されると、
１つまたは複数のコンピュータに、ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する構成情報
、クローズド加入者グループ（ＣＧＳ）能力情報、または発展型マルチメディアブロード
キャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報のうちの少なくとも１つを獲得
することを行わせる。プログラムコードはまた、１つまたは複数のコンピュータによって
実行されると、１つまたは複数のコンピュータに、ＵＥによって、セル情報データベース
内にセルに関する獲得された情報を格納することを行わせる。
【０００９】
　[0009]さらなる態様では、無線通信のために構成された装置は、１つまたは複数のプロ
セッサと、１つまたは複数のプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、を備え
る。少なくとも１つのプロセッまたは１つまたは複数のプロセッサは、ユーザ機器（ＵＥ
）によって、セルに関する構成情報、クローズド加入者グループ（ＣＧＳ）能力情報、ま
たは発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力
情報のうちの少なくとも１つを獲得するように構成される。１つまたは複数のプロセッサ
は、ＵＥによって、セル情報データベース内にセルに関する獲得された情報を格納するよ
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うにさらに構成される。
【００１０】
　[0010]本開示の様々な態様および特徴が以下においてさらなる詳細さで説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0011]　図１は、電気通信システムの例を示したブロック図である。
【図２】[0012]　図２は、電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の例を示
したブロック図である。
【図３】[0013]　図３は、本開示の一態様により構成されたｅＮｏｄｅＢおよびＵＥの設
計を示したブロック図である。
【図４】[0014]　図４は、本開示の態様によりＵＥによって実行される無線通信プロセス
のブロック例を示したブロック図である。
【図５】[0015]　図５は、本開示の態様によりＵＥによって実行される無線通信プロセス
のブロック例を示したブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0016]ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）規格は、概して、ダウンリンクおよび
アップリンク送信のための２つのフレーム構造を規定した。フレーム構造タイプ２　ＬＴ
Ｅ時分割複信（ＴＤＤ）に関して、規格は、様々なアップリンクおよびダウンリンクサブ
フレーム割り当てを有する７つの異なるアップリンク－ダウンリンク構成（ＤＬ／ＤＬ）
を定義する。特定のＵＬ／ＤＬ構成は、概して、各ＬＴＥ　ＴＤＤネットワークによって
システム情報ブロック（ＳＩＢ）タイプ１（ＳＩＢ１）でブロードキャストされる。ＬＴ
Ｅ　ＴＤＤシステムに従った獲得のために、ＵＥは、ＳＩＢ１を復号するタスクに直面す
ることがある。マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、ＳＩＢ１、およびＳＩＢタイプ２（ＳＩ
Ｂ２）メッセージは、典型的には、ＵＥがネットワーク上でＬＴＥサービスを獲得するこ
とを可能にする。しかしながら、ＳＩＢ１を復号するために、ＵＥは、物理ダウンリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上でのデータによって後続される、対応する物理ダウンリン
ク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を復号し得る。ＰＤＣＣＨ復号を実行するために、ＵＥは
、概して、様々な物理チャネル（例えば、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）イ
ンジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣ
ＦＩＣＨ）、および／またはＰＤＣＣＨ））に関してＬＴＥシステムのリソース要素をマ
ッピングする。
【００１３】
　[0017]ＬＴＥ　ＴＤＤシステムでは、各ＵＬ／ＤＬ構成は、１つのサブフレーム当たり
の各ＵＬ／ＤＬ構成に関して一意であり得る相互情報（Ｍｉ）仮説値に基づいた予め定義
された物理ＨＡＲＱインジケータマッピングを有し得る。しかしながら、ＳＩＢ１を復号
する前に、ＵＥは、ＬＴＥ　ＴＤＤシステムに対応するＭｉ値に気付かないことがある。
従って、ＵＥは、ＬＴＥ　ＴＤＤシステムのＳＩＢ１に対応するＰＤＣＣＨを復号するた
めに可能なＭｉ仮説値（すなわち、０、１、および２）のうちのすべてを使用してブライ
ンド復号を実行し得る。
【００１４】
　[0018]パワーアップ中の最初の周波数スキャン中に、今日のＵＥは、最初のセル獲得の
ために最高のエネルギーのセルを優先する。しかしながら、ＵＥは、クローズド加入者グ
ループ（ＣＳＧ）能力および／または発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力のような希望される能力を有する別のセルに対して再選
択することが必要になることがある。これは、ＵＥ能力に基づくセルの最初の選択におい
て任意のインテリジェンスが欠けている今日のＵＥからの別のセルの結果に対して再選択
する必要がある。
【００１５】
　[0019]既存の技術に従って構成されたＵＥはまた、無線リンク障害（ＲＬＦ）およびＵ
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Ｅによって実装される同期外（ＯＯＳ）プロシージャに関連する難点に出くわす。例えば
、今日のＵＥによって実装されるＯＯＳプロシージャは、システム喪失イベントが発生し
たシステム無線アクセス技術（ＲＡＴ）を獲得することを最初に追求する。そうする際に
、ＵＥは、所定のＲＡＴに関連しおよび所定のＲＡＴのために備えられたすべての帯域お
よび周波数を探索する。このプロセスは、典型的には、電力消費の点で高価である。例え
ば、４つのＬＴＥ帯域をスキャンすることは、約１３秒を要求し、それは、相当の電力を
消費する。このプロセスはまた、不良なユーザ経験をもたらし得る。例えば、使用可能な
周波数がＬＴＥ帯域スキャンの最後（すなわち、第４のＬＴＥ帯域）に存在する場合、Ｕ
Ｅは、使用可能な周波数に達する前に第１の３つのＬＴＥ帯域を不必要にスキャンし、そ
の結果生じるユーザによって経験される遅延は望ましくない。さらに、ＵＥがＲＡＴを見
つけることができない場合、ＯＯＳプロシージャは、直近に使用された（ＭＲＵ）、好ま
しいローミングリスト（ＰＲＬ）、またはユニバーサル加入者アイデンティティモジュー
ル（ＵＳＩＭ）に従って指定し得るように、それの地理上の位置内で定義された有用なシ
ステムを探索する。繰り返すと、ＵＥは、ＲＡＴにわたる使用可能な周波数に関して遅延
を経験しおよび相当の電力スキャンを消費し得る。これらのプロシージャのすべてがサー
ビスを再開することができない場合は、それは、通常は高価な帯域スキャン後に発生し、
ＵＥは、ローミングシステムを探索することを開始する。
【００１６】
　[0020]既存の技術に従って構成されたＵＥは、電力を節約するためにＯＯＳのテレスコ
ーピング（ｔｅｌｅｓｃｏｐｉｎｇ）を使用する。そのようなテレスコープ式探索アルゴ
リズムは、引き続く探索／スリープサイクルの周期性を繰り返し増大させる。この解決方
法は、電力を節約する上では適切に働くが、支払われるペナルティは、エンドユーザにと
っての遅延されたサービス能力である。サービスを回復させるための積極的な探索と電力
を節約するためのテレスコーピングとの間のトレードオフは、低い電力消費で素早くサー
ビスを回復させることを、不可能ではないが、極端に困難にする。
【００１７】
　[0021]本明細書において説明される技法は、有利なことに、セル情報データベース内に
セルに関する構成情報、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）能力情報、および／または
発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力情報
を格納することによって上記の問題に対処し、それは、様々な方法でこの格納された情報
を使用することを可能にする。例えば、ＵＥは、セルの物理ハイブリッド－自動再送要求
（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相
互情報（Ｍｉ）仮説値を決定するために格納された情報を使用し得る。さらに、ＵＥは、
セルを一意で特定するためにセル情報データベース内のセルに関して位置情報を使用し得
る。さらに、ＵＥは、セルはＣＳＧ能力および／またはｅＭＢＭＳ能力を有しない別のセ
ルよりも低い信号強度をＵＥにおいて有するにもかかわらずセルのＣＳＧ能力および／ま
たはｅＭＢＭＳ能力に基づいてセル上で最初の獲得を優先するためにＵＥのパワーアップ
時の最初の周波数スキャン中に格納された情報を使用し得る。さらに、ＵＥは、ＲＬＦま
たはＯＯＳイベントを予測するためにセルのシーケンスに関する情報の格納されたシーケ
ンスを使用し得、および、予測に応答して、別のセルを優先的に獲得するためにシーケン
スと関連させて格納された以前に獲得された解決方法を使用し得る。従って、これらの技
法は、サービスの喪失を回避し得および／またはサービスを素早く獲得するまたは回復さ
せ得る。
【００１８】
　[0022]添付された図面と関連させて以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明
として意図され、本明細書において説明される概念を実行し得る唯一の構成を表すことは
意図されない。詳細な説明は、様々な概念の徹底的な理解を提供するための具体的な詳細
を含む。しかしながら、これらの概念は、これらの具体的な詳細なしで実行し得ることが
当業者にとって明らかになるであろう。幾つかの例では、周知の構造およびコンポーネン
トは、そのような概念を不明瞭にすることを回避するためにブロック図の形で示される。
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【００１９】
　[0023]本明細書において説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、
ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡのような様々な無線通信ネットワークおよび他のネットワー
クに関して使用し得る。用語「ネットワーク」および「システム」は、互換可能な形でし
ばしば使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ
）、ｃｄｍａ２０００、等のような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、ワイドバンドＣ
ＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））と、ＣＤＭＡの他の変形と、を含む。ｃｄｍａ２００
０は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格を網羅する。ＴＤＭＡネッ
トワークは、グローバル移動通信システム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実
装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバ
イルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ－ＯＦＤＭＡ、等のような無
線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル移動通信システム（
ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳ
の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａおよ
びＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体
からの文書において記載される。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナ
ーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団体からの文書において記載され
る。本明細書において説明される技法は、上記の無線ネットワークと無線技術、および、
他の無線ネットワークと無線技術に関して使用し得る。明確化のために、技法の幾つかの
態様は、以下においてはＬＴＥに関して説明され、以下の説明の多くにおいてＬＴＥ用語
が使用される。
【００２０】
　[0024]図１は、ＬＴＥネットワークであり得る無線通信ネットワーク１００を示す。無
線ネットワーク１００は、幾つかの発展型ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）１１０と、他のネッ
トワークエンティティと、を含み得る。ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥと通信する局であり得、基
地局、アクセスポイント、等とも呼ばれ得る。ノードＢは、ＵＥと通信する局の別の例で
ある。
【００２１】
　[0025]各ｅＮｏｄｅＢ１１０は、特定の地理上のエリアに関する通信カバレッジを提供
し得る。３ＧＰＰでは、用語「セル」は、用語が使用される文脈に依存して、カバレッジ
エリアにサービスを提供するｅＮｏｄｅＢおよび／またはｅＮｏｄｅＢサブシステムのこ
のカバレッジエリアを意味することができる。
【００２２】
　[0026]ｅＮｏｄｅＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタ
イプのセルに関する通信カバレッジを提供し得る。マクロセルは、相対的に大きな地理上
のエリア（例えば、半径数キロメートル）を網羅し得、サービス加入契約を有するＵＥに
よる無制限のアクセスを許可し得る。ピコセルは、相対的に小さい地理上のエリアを網羅
し得、サービス加入契約を有するＵＥによる無制限のアクセスを許可し得る。フェムトセ
ルは、相対的に小さい地理上のエリア（例えば、ホーム）を網羅し得、フェムトセルと関
連性を有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ）による制限
されたアクセスを許可し得る。マクロセルに関するｅＮｏｄｅＢは、マクロｅＮｏｄｅＢ
と呼ばれ得る。ピコセルに関するｅＮｏｄｅＢは、ピコｅＮｏｄｅＢと呼ばれ得る。フェ
ムトセルに関するｅＮｏｄｅＢは、フェムトｅＮｏｄｅＢまたはホームｅＮｏｄｅＢと呼
ばれ得る。図１に示される例において、ｅＮｏｄｅＢ１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃ
は、それぞれ、マクロセル１０２ａ、１０２ｂおよび１０２ｃに関するマクロｅＮｏｄｅ
Ｂであり得る。ｅＮｏｄｅＢ１１０ｘは、ＵＥ１２０ｘにサービスを提供するピコセル１
０２ｘに関するピコｅＮｏｄｅＢであり得る。ｅＮｏｄｅＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、
それぞれ、フェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚに関するフェムトｅＮｏｄｅＢであり得



(12) JP 6374024 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

る。ｅＮｏｄｅＢは、１個または複数（例えば、３個）のセルをサポートし得る。
【００２３】
　[0027]無線ネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（例えば
、ｅＮｏｄｅＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受け取りおよび
下流局（例えば、ＵＥまたはｅＮｏｄｅＢ）にデータおよび／または他の情報の送信を送
る局である。中継局はまた、他のＵＥのための送信を中継するＵＥであり得る。図１に示
される例において、中継局１１０ｒは、ｅＮｏｄｅＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間での
通信を容易にするためにｅＮｏｄｅＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局
はまた、中継ｅＮｏｄｅＢ、リレー、等と呼ばれ得る。
【００２４】
　[0028]無線ネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮｏｄｅＢ、例えば、マクロｅＮ
ｏｄｅＢ、ピコｅＮｏｄｅＢ、フェムトｅＮｏｄｅＢ、リレー、等、を含む異質のネット
ワークであり得る。ｅＮｏｄｅＢのこれらの異なるタイプは、異なる送信電力レベル、異
なるカバレッジエリア、および無線ネットワーク１００における干渉への異なる影響を有
し得る。例えば、マクロｅＮｏｄｅＢは、高い送信電力レベル（例えば、２０ワット）を
有し得、他方、ピコｅＮｏｄｅＢ、フェムトｅＮｏｄｅＢおよびリレーは、それよりも低
い送信電力レベル（例えば、１ワット）を有し得る。
【００２５】
　[0029]無線ネットワーク１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。同期動作
に関して、ｅＮｏｄｅＢは、同様のフレームタイミングを有し得、および、異なるｅＮｏ
ｄｅＢからの送信は、時間の点でほぼ整合され得る。非同期動作に関して、ｅＮｏｄｅＢ
は、異なるフレームタイミングを有し得、および、異なるｅＮｏｄｅＢからの送信は、時
間の点で整合され得ない。本明細書において説明される技法は、同期および非同期動作の
両方に関して使用され得る。
【００２６】
　[0030]ネットワークコントローラ１３０は、一組のｅＮｏｄｅＢに結合し、これらのｅ
ＮｏｄｅＢに関する連繋および制御を提供し得る。ネットワークコントローラ１３０は、
バックホールを介してｅＮｏｄｅＢ１１０と通信し得る。ｅＮｏｄｅＢ１１０はまた、例
えば、直接的にまたは無線または有線バックホールを介して間接的に、互いと通信し得る
。
【００２７】
　[0031]ＵＥ１２０は、無線ネットワーク１００全体にわたって分散され得、各ＵＥは、
静止型または移動型であり得る。ＵＥはまた、端末、移動局、加入者ユニット、局、等と
呼ばれ得る。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム、無線通信デバイ
ス、スマートフォン、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、タブレット、
コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、等であり得る。ＵＥは、マ
クロｅＮｏｄｅＢ、ピコｅＮｏｄｅＢ、フェムトｅＮｏｄｅＢ、リレー、等と通信し得る
。図１で、２つの矢印を有する実線は、ＵＥと、ダウンリンクおよび／またはアップリン
クでＵＥにサービスを提供するように指定されたｅＮｏｄｅＢであるサービス提供ｅＮｏ
ｄｅＢとの間での希望される送信を示す。２つ矢印を有するダッシュ線は、ＵＥとｅＮｏ
ｄｅＢとの間での干渉する送信を示す。
【００２８】
　[0032]ＬＴＥは、ダウンリンクでは直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を、および、アッ
プリンクでは単一周波数周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を、利用する。ＯＦＤＭおよ
びＳＣ－ＦＤＭＡは、共通してトーン、ビン、等とも呼ばれる複数（Ｋ個）の直交サブキ
ャリアにシステムを分割する。各サブキャリアは、データとともに変調し得る。概して、
変調シンボルは、ＯＦＤＭの場合は周波数領域でおよびＳＣ－ＦＤＭの場合は時間領域で
送信される。隣接するサブキャリア間の間隔、およびサブキャリアの総数（Ｋ個）は、シ
ステム帯域幅に依存し得る。例えば、サブキャリアの間隔は、１５ｋＨｚであり得、最低
のリソース割り振り（「リソースブロック」と呼ばれる）は、１２個のサブキャリア（ま
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たは１８０ｋＨｚ）であり得る。
【００２９】
　　[0033]図２は、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示す。
ダウンリンクに関する送信タイムラインは、無線フレームのユニットに分割され得る。各
無線フレームは、所定の継続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０乃至９の
インデックスを有する１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレームは、２個の
スロットを含み得る。従って、各無線フレームは、０乃至１９のインデックスを有する２
０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌのシンボル期間、例えば、（図２において
示される）通常のサイクリックプリフィックスに関しては７つのシンボル期間、拡張され
たサイクリックプリフィックスに関しては６つのシンボル期間、を含み得る。各サブフレ
ームにおける２Ｌのシンボル期間には、０乃至２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得
る。利用可能な時周波数リソースは、リソースブロックに分割され得る。各リソースブロ
ックは、１個のスロットにおいてＮ個のサブキャリア（例えば、１２個のサブキャリア）
を網羅し得る。
【００３０】
　[0034]ＬＴＥにおいて、ｅＮｏｄｅＢは、ｅＮｏｄｅＢにおける各セルに関してプライ
マリ同期信号（ＰＳＳ）およびセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を送信し得る。プライマリ
およびセカンダリ同期信号は、図２において示されるように、通常のサイクリックプリフ
ィックスを有する各無線フレームのサブフレーム０および５の各々において、シンボル期
間６および５でそれぞれ送信され得る。同期信号は、セル検出および獲得のためにＵＥに
よって使用され得る。ｅＮｏｄｅＢは、サブフレーム０のスロット１においてシンボル期
間０乃至３で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送り得る。
【００３１】
　[0035]ｅＮｏｄｅＢは、図２では第１のシンボル期間全体で描かれているが、各サブフ
レームの第１のシンボル期間の一部分のみで物理制御フォーマットインジケータチャネル
（ＰＣＦＩＣＨ）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるシンボ
ル期間の数（Ｍ）を搬送し得、ここで、Ｍは、１、２または３に等しい得、サブフレーム
ごとに変わり得る。Ｍはまた、例えば、１０個未満のリソースブロックを有する小さいシ
ステム帯域幅に関しては４に等しい得る。図２において示される例では、Ｍ＝３である。
ｅＮｏｄｅＢは、各サブフレームの最初のＭのシンボル期間で物理ＨＡＲＱインジケータ
チャネル（ＰＨＩＣＨ）および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送り得る
（図２ではＭ＝３）。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送（ＨＡＲＱ）をサポートする
ために情報を搬送は得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのアップリンクおよびダウンリンク
リソース割り振りに関する情報およびアップリンクチャネルのための電力制御情報を搬送
し得る。図２では第１のシンボル期間内に示されていないが、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣ
Ｈはまた、第１のシンボル期間内に含められることが理解される。同様に、図２ではその
ように示されていないが、ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨはまた、第２のおよび第３のシン
ボル期間の両方に存在する。ｅＮｏｄｅＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間で物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンクで
のデータ送信に関してスケジューリングされたＵＥのためにデータを搬送し得る。ＬＴＥ
における様々な信号およびチャネルが、公に入手可能である、「発展型ユニバーサル地上
無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）；物理チャネルおよび変調」と題する、３ＧＰＰ　ＴＳ３
６．２１１において記載される。
【００３２】
　[0036]ｅＮｏｄｅＢは、ｅＮｏｄｅＢによって使用されるシステム帯域幅の中心の１．
０８ＭＨｚにおいてＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮｏｄｅＢは、ＰＣＦ
ＩＣＨおよびＰＨＩＣＨが送られる各シンボル期間にシステム帯域幅全体にわたってこれ
らのチャネルを送り得る。ｅＮｏｄｅＢは、システム帯域幅の幾つかの部分でＵＥのグル
ープにＰＤＣＣＨを送り得る。ｅＮｏｄｅＢは、システム帯域幅の特定の部分で特定のＵ
ＥにＰＤＳＣＨを送り得る。ｅＮｏｄｅＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰ
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ＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキ
ャスト方式でＰＤＣＣＨを送り得、また、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを
送り得る。
【００３３】
　[0037]各シンボル期間では幾つかのリソース要素を利用可能であり得る。各リソース要
素は、１つのシンボル期間で１つのサブキャリアを網羅し得、実数値または複素値であり
得る１個の変調シンボルを送るために使用し得る。各シンボル期間で基準信号のために使
用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ）にまとめられ得る。各ＲＥ
Ｇは、１つのシンボル期間で４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル
期間０で、周波数全体にわたってほぼ等しい間隔で配置し得る４つのＲＥＧを占有し得る
。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の設定可能なシンボル期間で、周波数全体にわたって広
げられ得る３つのＲＥＧを占有し得る。例えば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、す
べて、シンボル期間０に属し得るかまたはシンボル期間０、１および２に広げられ得る。
ＰＤＣＣＨは、第１のＭのシンボル期間で、利用可能なＲＥＧから選択され得る９、１８
、３２または６４のＲＥＧを占有し得る。ＰＤＣＣＨに関してはＲＥＧの幾つかの組み合
わせのみが許容され得る。
【００３４】
　[0038]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨに関してＲＥＧの異なる組み合わせを探索し得る。探索すべき
組み合わせの数は、典型的には、ＰＤＣＣＨに関する許容された組み合わせの数未満であ
る。ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥが探索する組み合わせのうちのいずれかでＵＥにＰＤＣＣＨを
送り得る。
【００３５】
　[0039]ＵＥは、複数のｅＮｏｄｅＢのカバレッジ内に存在し得る。これらのｅＮｏｄｅ
Ｂのうちの１つは、ＵＥにサービスを提供するために選択され得る。サービス提供ｅＮｏ
ｄｅＢは、受信電力、経路損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）、等のような様々な判定基準に
基づいて選択され得る。
【００３６】
　[0040]図３は、図１におけるｅＮｏｄｅＢのうちの１つおよびＵＥのうちの
１つであり得るｅＮｏｄｅＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。制限さ
れた関連性シナリオに関して、ｅＮｏｄｅＢ１１０は、図１におけるマクロｅＮｏｄｅＢ
１１０ｃであり得、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０ｙであり得る。ｅＮｏｄｅＢ１１０は、ア
ンテナ３３４ａ乃至３３４ｔで装備され得、ＵＥ１２０は、アンテナ３５２ａ乃至３５２
ｒで装備され得る。
【００３７】
　[0041]ｅＮｏｄｅＢ１１０で、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデー
タをおよびコントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受け取り得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、等に関し得る。データは、ＰＤＳＣ
Ｈ、等に関し得る。プロセッサ３２０は、データシンボルおよび制御シンボルをそれぞれ
獲得するためにデータおよび制御情報を処理（例えば、符号化およびシンボルマッピング
）し得る。プロセッサ３２０はまた、例えば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号
に関する基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ
３３０は、該当する場合はデータシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボル
に関する空間処理（例えば、プリコーディング）を実行し得、変調器（ＭＯＤ）３３２ａ
乃至３３２ｔに出力シンボルストリームを提供し得る。各変調器３３２は、出力サンプル
ストリームを獲得するために（例えば、ＯＦＤＭＡ、等に関する）各々の出力シンボルス
トリームを処理し得る。各変調器３３２は、ダウンリンク信号を獲得するために出力サン
プルストリームをさらに処理（例えば、アナログに変換、増幅、フィルタリング、および
アップコンバート）し得る。変調器３３２ａ乃至３３２ｔからのダウンリンク信号は、ア
ンテナ３３４ａ乃至３３４ｔをそれぞれ介して送信され得る。
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【００３８】
　[0042]ＵＥ１２０で、アンテナ３５２ａ乃至３５２ｒは、ｅＮｏｄｅＢ１１０からダウ
ンリンク信号を受信し得、復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ乃至３５４ｒに受信された信号
をそれぞれ提供し得る。各復調器３５４は、入力サンプルを獲得するために各々の受信さ
れた信号をコンディショニング（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、お
よびデジタル化）し得る。各復調器３５４は、受信されたシンボルを獲得するために（例
えば、ＯＦＤＭ、等に関する）入力サンプルをさらに処理し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６
は、すべての復調器３５４ａ乃至３５４ｒから受信されたシンボルを獲得し、該当する場
合は受信されたシンボルに関するＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを提供し得
る。受信プロセッサ３５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調、デインターリ
ーブ、および復号）し、データシンク３６０にＵＥ１２０に関する復号されたデータを提
供し、コントローラ／プロセッサ３８０に復号された制御情報を提供し得る。
【００３９】
　[0043]アップリンクにおいて、ＵＥ１２０で、送信プロセッサ３６４は、データソース
３６２から（例えば、ＰＵＳＣＨに関する）データをおよびコントローラ／プロセッサ３
８０から（例えば、ＰＵＣＣＨに関する）制御情報を受けとって処理し得る。送信プロセ
ッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ３６４
からのシンボルは、該当する場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコードさ
れ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、等に関する）変調器３５４ａ乃至３５４ｒによってさらに
処理され、ｅＮｏｄｅＢ１１０に送信され得る。ｅＮｏｄｅＢ１１０で、ＵＥ１２０から
のアップリンク信号は、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータおよび制御情報を
獲得するためにアンテナ３３４によって受信され、復調器３３２ａ乃至３３２ｔによって
処理され、該当する場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、受信プロセッサ３３
８によってさらに処理され得る。受信プロセッサ３３８は、データシンク３３９に復号さ
れたデータをおよびコントローラ／プロセッサ３４０に復号された制御情報を提供し得る
。
【００４０】
　[0044]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、ｅＮｏｄｅＢ１１０およびＵ
Ｅ１２０でそれぞれ動作を指示し得る。プロセッサ３４０および／またはｅＮｏｄｅＢ１
１０の他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書において説明される技法に関する様
々なプロセスを実行し得または実行を指示し得る。プロセッサ３８０および／またはＵＥ
１２０の他のプロセッサおよびモジュールはまた、図４および図５において示される機能
ブロック、および／または本明細書において説明される技法に関する他のプロセスを実行
し得または実行を指示し得る。メモリ３４２および３８２は、ｅＮｏｄｅＢ１１０および
ＵＥ１２０に関するデータおよびプログラムコードをそれぞれ格納し得る。スケジューラ
３４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンクでのデータ送信のためにＵＥをスケ
ジューリングし得る。
【００４１】
　[0045]上記のように、ＬＴＥ規格は、ダウンリンクおよびアップリンク送信のための２
つのフレーム構造タイプを指定した。フレーム構造タイプ２　ＬＴＥ　ＴＤＤに関して、
規格は、現在、各ＬＴＥ　ＴＤＤネットワークによってＳＩＢ１でブロードキャストされ
る様々なアップリンクおよびダウンリンクサブフレーム割り当てを有する７つの異なるＵ
Ｌ／ＤＬ構成を定義する。ＬＴＥ　ＴＹＤＤシステムに従った獲得に関して、ＵＥ１２０
（図３参照）のようなＵＥは、ＳＩＢ１を復号するタスクに直面することがある。マスタ
情報ブロック（ＭＩＢ）、ＳＩＢ１、およびＳＩＢ２メッセージは、概して、ＵＥがネッ
トワーク上でＬＴＥサービスを獲得することを可能にする。しかしながら、ＳＩＢ１を復
号するために、ＵＥは、ＰＤＳＣＨ上のデータによって後続される、対応するＰＤＣＣＨ
を復号し得る。ＰＤＣＣＨ復号を実行するために、ＵＥは、様々な物理チャネル（例えば
、ＰＨＩＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、および／またはＰＤＣＣＨ）に関してＬＴＥシステムのリ
ソース要素をマッピングし得る。
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【００４２】
　[0046]表１において以下で実証されるように、各ＬＴＥ　ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成は、
１つのサブフレームごとの各ＵＬ／ＤＬ構成に関して一意であり得る相互情報（Ｍｉ）仮
説値に基づいて予め定義された物理ＨＡＲＱインジケータマッピングを有し得る。しかし
ながら、ＳＩＢ１を復号する前に、ＵＥは、ＬＴＥ　ＴＤＤシステムに対応するＭｉ値に
気付かないことがある。異なる言い方をすると、ＵＬ／ＤＬ構成は、ＳＩＢ１がＵＥ内で
ＲＲＣレイヤによって復号されるまで知られないことがあり得る。この場合、ＵＥは、Ｌ
ＴＥ　ＴＤＤシステムのＳＩＢ１に対応するＰＤＣＣＨを復号するために可能なＭｉ仮説
値（すなわち、０、１、および２）のうちのすべてを使用してブラインド復号を実行し得
る。ＵＥはまた、正確なＭｉ値のために不良なチャネル状態における任意の復号失敗を考
慮するために各Ｍｉ仮説による複数の試行を可能にし得る。その結果、長いＳＩＢ１復号
時間がしばしば発生し、ＬＴＥ　ＴＤＤに関して大きな獲得時間をもたらし得る。これら
の大きな獲得時間は、ＵＥがネットワーク構成に基づいて指定された時間内に近隣セルに
関するセルグローバルアイデンティティ（ＣＧＩ）を報告することを試行中であるときに
特に問題になることがある。さらに、大きな獲得時間は、ＳＩＢ１復号の長い遅延が高速
のチャネル状態の変化に起因してＬＴＥサービスを獲得することの失敗に結び付くことが
ある高速モビリティシナリオの場合に問題になることがある。
【００４３】
【表１】

【００４４】
　[0047]本開示の態様により、ＵＥは、ＵＥが成功裏にとどまっているおよび／またはＳ
ＩＳ１メッセージを成功裏に復号した場合に既知のＬＴＥ　ＴＤＤシステムに関するＬＴ
Ｅ　ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成をキャッシュに格納するプロセスを実行する。例えば、ＵＥ
は、各ＬＴＥ　ＴＤＤセルに関して次のＳＩＢ１データのうちの１つまたは複数を記録す
るメモリ内のセル情報データベースを維持し得る。
【００４５】
　　　　　物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）
　　　　　周波数（ＥＡＲＦＣＮ）
　　　　　帯域幅（ＢＷ）
　　　　　ＴＤＤセルのＵＬ／ＤＬ構成、および／または
　　　　　セルグローバルＩＤ（ＣＧＩ）



(17) JP 6374024 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

ＰＩＤ、ＥＡＲＦＣＮ、および／またはＢＷはまた、セルに関する構成を決定し、セルの
ＰＨＩＣＨグループマッピングに関する最初のＭｉ仮説を立てるために使用し得る。従っ
て、これらのデータは、以後は、セルに関する構成情報と呼ばれる。
【００４６】
　[0048]本開示の態様により、ＵＥは、ＬＴＥ　ＴＤＤセルでＳＩＢ１に関するＰＤＣＣ
Ｈ復号を実行する際に使用する最初のＭｉ仮説値を決定するためにセルに関する格納され
た構成情報を使用し得る。セルに関するＳＩＢ復号のための時間を最短にするために、Ｕ
Ｅは、セルに関する構成情報が利用可能になった時に常にそのセルに関する最初のＭｉ仮
説値を決定し得ることが構想される。ＵＥは、この最初のＭｉ仮説値を特定するための一
意のキーとしてセル情報データベース内のセルに関する構成情報を使用し得る。ＵＥは、
セル選択、ＳＩＢ修正、またはＣＧＩ報告中にＳＩＢ１復号を介してＵＥに知られるＬＴ
Ｅ　ＴＤＤセルに関するＳＩＢ１情報の任意の変更を使用してセル情報データベースを継
続的に更新し得ることがさらに構想される。
【００４７】
　[0049]幾つかの追加のまたは代替の態様では、キャッシュに格納されたセル情報データ
ベースに基づいて正確なＵＬ／ＤＬ構成を決定するために１個または複数の追加のキーが
含められ得る。これらの態様では、近隣セルに関連する情報もキャッシュに格納され得、
ＳＩＢ１データをキャッシュに格納するときに決定された全地球測位システム（ＧＰＳ）
座標のようなセルの位置が記録され得る。従って、ＰＣＩ、ＥＡＲＦＣＮ、ＢＷ、ＵＬ／
ＤＬ　Ｃｆｇ、および／またはＣＧＩに加えて、位置に基づいて一意のＰＣＩの決定を可
能にするためにすべての位置にわたる近隣ＰＣＩのリストが含まれ得る。従って、さらな
る利点が実現され得る。例えば、ＰＣＩ／ＥＡＲＣＮ／ＢＷの組み合わせが別の位置で再
使用される場合、近隣ＰＣＩおよび位置をキャッシュに格納することは、セル情報データ
ベースのさらに向上された精度を可能にし得る。さらに追加のまたは代替の態様では、Ｕ
Ｅが測位基準信号（ＰＲＳ）および／または到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）をサポ
ートする場合で、ｅＮＢがセルに関するＰＲＳ／ＯＴＤＡシグナリングを構成する場合は
、セル情報データベースはまた、向上された精度での位置の決定を可能にするためにＳＩ
Ｂ／ＯＴＤＡ関連シグナリングデータをキャッシュに格納し得る。
【００４８】
　[0050]ブラインドＳＩＢ１復号のために要求される最大時間は、２４０ｍｓまでであり
得る。例えば、３個のＭｉ値の各々に関して４回までの復号試行が存在し得る場合、最悪
の場合のシナリオは、１２回の復号試行を要求することになる。１回の復号試行当たり２
０ｍｓにおいて、最悪の場合のシナリオで要求される総時間は、２４０ｍｓである。しか
しながら、本明細書において開示されるプロセスを使用することで、最大ＳＩＢ１復号時
間は、２４０ｍｓの可能な最大値から８０ｍｓ以下の最大値に短縮され得ることが構想さ
れる。この短縮された最大ＳＩＢ復号時間は、幾つかの利益を提供し得る。例えば、ＣＧ
Ｉ報告に関する短縮された最大ＳＩＢ復号時間は、ＵＥがスリープまたは電力節約のため
に残りのＣＤＲＸ　ＯＦＦ継続時間を使用することを可能にし得る。公衆陸上移動体ネッ
トワーク（ＰＬＭＮ）探索シナリオでも同様の利益を観察し得る。また、短縮された最大
ＳＩＢ復号時間は、ＴＤＤセルが最高の確率で１６０ｍｓの自律的ギャップ継続時間内に
近隣ＣＳＧセルのＳＩＢ１を成功裏に復号することができるようにするためにＣＳＧシナ
リオに関して役立つことまたは必要であることを証明し得る。また、再選択およびリダイ
レクションのようなモビリティシナリオの場合、ＵＥは、ブラインドＳＩＢ１復号と比較
して大幅に高速にＳＩＢ１を復号して潜在的に任意の以前に知られているＬＴＥ　ＴＤＤ
システムを獲得し得る。中－高モビリティシナリオでは、このより高速な獲得は、セルが
再選択にとって不適切であることにつながる可能性がある遅延を回避し、従って、サービ
スの喪失を回避し得る。
【００４９】
　[0051]同じく上記のように、ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャンでは、今日
のＵＥは、獲得のための候補として最高のエネルギーのセルを優先する。しかしながら、
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ＵＥは、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）能力および／または発展型マルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）能力のような希望される能力を
有する別のセルに対して再選択することが必要になり得る。別のセルに対して再選択する
この潜在的な必要性は、今日のＵＥがＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中の
ＵＥ能力に基づいたセルの選択においてインテリジェンスが欠けていることの結果である
。
【００５０】
　[0052]本開示による幾つかの態様では、上記の課題は、セル情報データベースを使用し
て対処され得る。例えば、セル選択および／または再選択中に、セルのＣＳＧおよび／ま
たはｅＭＢＭＳ能力が簡単に決定され、セル能力に基づく優先的なセル選択のために使用
され得る。ＵＥは、ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に後での使用のため
にセル情報データベース内にこのセル能力情報を格納しおよび更新し得る。この格納され
たセル能力情報を使用することで、ＵＥは、より弱いセルの希望される能力に基づいて、
ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中により弱いセルを優先的に選択し得る。
従って、希望される能力を有するより弱いセルに対して再選択する必要性を回避し得る。
【００５１】
　[0053]より弱いセルに対して再選択する必要性を回避することは、重要であり得る。例
えば、ｅＭＢＭＳサービスを獲得する必要があるＵＥが、ｅＭＢＭＳ能力が欠けている最
強のセルを選択する場合、ＵＥは、ＲＲＣアイドルモードに移行するまでｅＭＢＭＳサー
ビスを獲得することができず、その時点で、ＵＥは、ｅＭＢＭＳ能力を有するより弱いセ
ルに対して再選択することを優先し得る。ＵＥがＲＲＣアイドルモードに移行するために
要求される時間に基づいて、被る遅延は１分までであり得る。従って、ＵＥのパワーアッ
プ時の最初の周波数スキャン中に、セル能力情報を格納すること、および、格納された能
力情報を使用することで、セル能力に基づいてセルを優先的に選択することは、ＵＥが希
望されるサービスを獲得する上での大幅な遅延を回避し得る。
【００５２】
　[0054]図４は、本開示の態様によりＵＥによって実行されるプロセスのブロック例を示
す。ブロック４００で開始し、ＵＥは、特定のセルのためのＳＩＢ１メッセージを復号し
得る。例えば、ＵＥは、ブロック４００で、サービス提供セル、ターゲットセル、または
近隣セルのＳＩＢメッセージを復号し得る。さらに、ＵＥは、ブロック４００で、ブライ
ンド復号によってセルのＳＩＢメッセージを復号し得ることが構想される。ブラインド復
号に関して、ＵＥは、連続して各Ｍｉ仮説値に関して４回のＳＩＢ復号を試行し得ること
が構想される。１個のＭｉ仮説値当たり４回の試行を実装することは、使用されるＭｉは
正しいが、ＵＥが不良なチャネル状態に起因してＳＩＢ１を復号することができない場合
にＨＡＲＱを組み合わせることが役立つことを確実にし得る。より複雑なハードウェア設
計が関わる別の可能なＵＥ実装は、ＳＩＢ１が獲得されるまで近隣セルの各サブフレーム
上ですべての可能なＭｉ仮説をベースにした復号を実行することである。また、ＵＥは、
ブロック４００で、ハンドオーバーコマンド内でまたはハンドオーバーコマンドとともに
受け取られた情報から決定された最初のＭｉ仮説値を使用してセルのＳＩＢメッセージを
復号し得ることが構想される。さらに、以下において詳述されるように、ＵＥは、ブロッ
ク４００で、セル情報データベース内に格納されたセルに関する構成情報から決定された
最初のＭｉ仮説値を使用してセルのＳＩＢメッセージを復号し得ることが構想される。
【００５３】
　[0055]ブロック４０２で、ＵＥは、セルに関する構成情報、ＣＳＧ能力情報、および／
またはｅＭＢＭＳ能力情報を獲得し得る。例えば、ＵＥは、ブロック４００で復号された
ＳＩＢからセルに関する構成情報を獲得し得る。この場合、ＵＥは、ブロック４０２で、
ＵＬ／ＤＬ構成、ＰＬＭＮ　ＩＤ、および／またはＣＧＩのようなセルのＰＩＤ、セルの
ＥＡＲＦＲＮ、セルのＢＷ、および／または追加情報を獲得し得ることが構想される。さ
らに、ＵＥは、セルに関するＣＳＧ能力情報および／またはセルに関するｅＭＢＭＳ能力
情報を獲得し得ることが構想される。処理は、ブロック４０２からブロック４０４に進み
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得る。
【００５４】
　[0056]ブロック４０４で、ＵＥは、セル情報データベース内にセルに関する情報を格納
し得る。例えば、ＵＥは、セルに関するセル情報データベースエントリを生成または更新
し、セルに関するセル情報データベースエントリ内にＰＩＤ、ＥＡＲＦＮ、ＢＷ、ＵＬ／
ＤＬ構成、ＰＬＭＮ　ＩＤ、ＣＧＩ、ＣＳＧ能力情報、および／またはｅＭＢＭＳ能力情
報を記録し得る。ブロック４０４で、ＵＥのプロセッサは、ＵＥのメモリにアクセスし、
セルに関するデータベースエントリのために指定されたメモリ記憶場所内のデータを読み
取る／データを書き込み得ることが構想される。
【００５５】
　[0057]ブロック４０４で、ＵＥは、キャッシュに格納されたセル情報データベースに基
づいて正確なＵＬ／ＤＬ構成を決定するためにセル情報データベース内に１つまたは複数
の追加のキーを含み得ることがさらに構想される。これらの態様において、ＵＥは、ブロ
ック４０４で、近隣セルに関連する情報をキャッシュに格納し得、セルの位置は、ＳＩＢ
１データをキャッシュに格納するときに、ブロック４０４で、ＵＥによって記録し得る。
従って、ＰＣＩ、ＥＡＲＦＣＮ、ＢＷ、ＵＬ／ＤＬ　Ｃｆｇ、および／またはＣＧＩに加
えて、ＵＥは、位置に基づく一意のＰＣＩの決定を可能にするためにあらゆる位置にわた
る近隣ＰＣＩのリストを生成、編集、および／または更新し得る。さらに、ＵＥがポジシ
ョニング基準信号（ＰＲＳ）および／または到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）をサポ
ートする場合で、ｅＮＢがセルのためにＰＲＳ／ＯＴＤＡシグナリングを構成する場合は
、ＵＥは、ブロック４０４で、向上された精度での位置の決定を可能にするためにセル情
報データベース内のＰＲＳ／ＯＴＤＡ関連シグナリングデータをキャッシュに格納し得る
。処理は、ブロック４０４からブロック４０６に進み得る。
【００５６】
　[0058]ブロック４０６で、ＵＥは、動作すべき動作モードの決定を行い得る。例えば、
ＵＥは、４０６Ａで示されるように、ブロック４０６で、ＵＥのパワーアップ時に最初の
周波数スキャンを実行することを決定し得る。代替として、４０６Ｂで示されるように、
ＵＥは、セル選択、再選択、またはリダイレクションを実行することを決定し得る。別の
代替として、ＵＥは、ＣＧＩ報告および／またはＰＬＭＮ探索を実行する要求に応答して
、図４０６Ｃで示されるように近隣セル測定を実行することを決定し得、その場合は、処
理は、ブロック４１０に進み得る。
【００５７】
　[0059]ＵＥが、ブロック４０６で、ＵＥのパワーアップ時に最初の周波数スキャンを実
行することを決定する場合４０６Ａ、ＵＥは、ブロック４０８で、存在する場合に、いず
れの適切なセルが希望される能力を有するかを決定するためにセル情報データベース内に
格納された任意のセル能力情報を使用し得る。例えば、ブロック４０８で、ｅＭＢＭＳ能
力を有するＵＥは、ｅＭＢＭＳ能力を有さないより強いセルよりもｅＭＢＭＳ能力を有す
るより弱いセルを優先的に選択し得る。代替として、またはさらに加えて、ＵＥは、ＣＳ
Ｇ能力を有さないより強いセルよりもＣＳＧ能力を有するより弱いセルを優先的に選択し
得る。処理は、ブロック４０８からブロック４１０に進み得る。
【００５８】
　[0060]ＵＥが、ブロック４０６で、セル選択、再選択、またはリダイレクションを実行
することを決定した場合、ＵＥはまた、希望される能力を有するセルに合わせた選択およ
び／または再選択を優先し得る。このプロセス中に、ＵＥは、ＣＧＳ能力および／または
ｅＭＢＭＳ能力のような近隣セルの能力を決定し得る。ＵＥは、セル情報データベース内
のそれらのセルに関するデータベースエントリに関するセル能力情報を更新し得ることが
構想される。代替として、ＵＥは、以下において説明されるように、プロセス内のより以
前へ時点に戻った時点でセル情報データベース内のそれらのセルに関するデータベースエ
ントリを更新する際に使用されるべきセル能力情報を待ち行列に入れ得ることが構想され
る。処理はまた、ブロック４１０に進み得る。
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【００５９】
　[0061]ブロック４１０で、ＵＥは、セルに関する構成情報がセル情報データベース内に
既に格納されているかどうかの決定を行い得る。例えば、ＵＥは、格納されたＵＬ／ＤＬ
構成データ、以前に成功したＭｉ仮説値、またはセルに関してブロック４０４で記録され
た他の情報にアクセスするための一意のキーとしてセルのＰＣＩ／ＥＡＲＣＮ／ＢＷの組
み合わせを使用し得る。さらに加えてまたは代替として、ＵＥは、ブロック４１０で、キ
ャッシュに格納されたセル情報データベースに基づいて正確なＵＬ／ＤＬ構成を決定する
ために含められている１つまたは複数の追加のキーを使用し得る。例えば、ＵＥは、セル
の記録された位置のような、近隣セルに関連するキャッシュに格納された情報にアクセス
し得る。従って、ＰＣＩ、ＥＡＲＦＣＮ、ＢＷ、ＵＬ／ＤＬ　Ｃｆｇ、および／またはＣ
ＧＩに加えて、ＵＥは、位置に基づいた一意のＰＣＩの決定を可能にするためにすべての
位置にわたる近隣ＰＣＩのリストにアクセスし得る。さらに、ＵＥは、ブロック４１０で
、向上された精度での位置の決定を可能にするためにキャッシュに格納されたＰＲＳ／Ｏ
ＴＤＡに関連するシグナリングデータにアクセスし得ることが構想される。ＵＥが、ブロ
ック４１０で、セルに関する構成情報をセル情報データベース内で入手可能であると決定
した場合、ＵＥは、ブロック４１０からブロック４１２に進むことによって応答し得る。
しかしながら、ＵＥが、ブロック４１０で、構成情報をセル情報データベース内のセルに
関して入手可能でないと決定した場合は、処理は、ブロック４１６に進み得る。
【００６０】
　[0062]ブロック４１２で、ＵＥは、ＰＨＩＣＨグループマッピングのための最初のＭｉ
仮説値を決定するためにセル情報データベース内に格納されたセルに関する構成情報を使
用し得る。例えば、ＵＥは、セル情報データベースからセルに関するＰＩＤ、ＥＡＲＦＣ
Ｎ、および／またはＢＷを読み取り、最初のＭｉ仮説値を決定するためにＰＩＤ、ＥＡＲ
ＦＣＮ、および／またはＢＷを使用し得ることが構想される。処理は、ブロック４１２か
らブロック４１４に進み得る。
【００６１】
　[0063]ブロック４１４で、ＵＥは、最初のＳＩＢ復号試行において最初のＭｉ仮説値を
使用してセルに関するＳＩＢメッセージを復号し得る。この復号を実行するために、ＵＥ
は、ネットワーク構成によって指定されたセルの周波数に同調し、１６０ｍｓという小さ
さであり得る指定されたＣＤＲＸ　ＯＦＦ継続時間内にＭＩＢおよびＳＩＢメッセージ復
号を実行し得る。ＳＩＢメッセージ復号試行が不成功である場合、ＵＥは、ブロック４１
４で、最初のＭｉ仮説値を使用して最初の復号試行を再試行し得る。例えば、ＵＥは、最
初のＭｉ仮説値に関して４回までのＳＩＢメッセージ復号を試行し得ることが構想される
。最初のＭｉ仮説値に関して４回までの試行を実装することは、最初のＭｉ仮説値は正し
いが、ＵＥが不良なチャネル状態に起因してＳＩＢ１を復号することができない場合にＨ
ＡＲＱを組み合わせることが役立つことを確実にし得る。ＳＩＢメッセージ復号が試行の
所定の最大回数後に不成功であることを続ける場合、ＵＥは、おそらくセルのＵＬ／ＤＬ
構成が変化したことに起因して、最初のＭｉ仮説値が不正確であり得ると決定し得る。ブ
ロック４１４で、最初のＭｉ仮説値が不正確であり得ると決定した時点で、ＵＥは、セル
に関するＳＩＢのブラインド復号を実行することによって応答し得る。このブラインド復
号試行は、１個のＭＩ仮説値当たり複数の試行を使用し得るが、不正確であると決定され
た最初のＭｉ仮説値を使用したさらなる再試行を回避し得ることが構想される。
【００６２】
　[0064]ブロック４１４で近隣セルのＳＩＢメッセージを成功裏に復号した時点で、ＵＥ
は、ブロック４１４で１つまたは複数のモード固有の機能を実行し得る。例えば、最初の
周波数スキャンと動作の選択、再選択、またはリダイレクションモードにおいて、ＵＥは
、セルへのハンドオーバーを開始、要求、参加、および／または完了し得る。代替として
、動作の近隣セル測定モードにおいて、ＵＥは、ブロック４０６で受け取られた要求に従
って、近隣セルのＣＧＩまたはＰＬＭＮ　ＩＤを報告し得る。処理は、ブロック４１４か
ら、ブロック４０２のようなプロセス内のより早期の時点に進み、それにより、セル情報
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データベース内の近隣セルに関する構成情報を更新させ得る。
【００６３】
　[0065]ブロック４１６で、ＵＥは、セルに関するＳＩＢメッセージをブラインドで復号
し得る。例えば、セルのＰＤＣＣＨのブラインド復号は、０、１、および２のＭｉ値の連
続する想定に基づき得る。ＵＥは、連続して各Ｍｉ仮説値に関して４回のＳＩＢメッセー
ジ復号を試行し得ることが構想される。１個のＭｉ仮説値当たり４回の試行を実装するこ
とは、使用されるＭｉは正しいが、ＵＥが不良なチャネル状態に起因してＳＩＢ１を復号
することができない場合にＨＡＲＱを組み合わせることが役立つことを確実にし得る。よ
り複雑なハードウェア設計が関わる別の可能なＵＥ実装は、ＳＩＢ１が獲得されるまで近
隣セルの各サブフレーム上ですべてのＭｉ仮説をベースにした復号を実行することである
。
【００６４】
　[0066]ブロック４１６で近隣セルのＳＩＢメッセージを成功裏にブラインドで復号した
時点で、ＵＥは、ブロック４１６で１つまたは複数のモード固有の機能を実行し得る。例
えば、最初の周波数スキャンと動作の選択、再選択、またはリダイレクションモードにお
いて、ＵＥは、セルへのハンドオーバーを開始、要求、参加、および／または完了し得る
。代替として、動作の近隣セル測定モードにおいて、ＵＥは、ブロック４０６で受け取ら
れた要求に従って、近隣セルのＣＧＩまたはＰＬＭＮ　ＩＤを報告し得る。処理は、ブロ
ック４１６から、ブロック４０２のようなプロセス内のより早期の時点に進み、それによ
り、近隣セルに関する構成情報のためのセル情報データベース内でのデータエントリの生
成を行わせ得る。
【００６５】
　[0067]上記のように、既存の技術に従って構成されたＵＥは、ＵＥによって実装された
同期外れ（ＯＯＳ）プロシージャに関連する難題に出くわす。例えば、幾つかのＵＥによ
って実装されるＯＯＳプロシージャは、最初に、システム喪失イベントが発生したシステ
ム無線アクセス技術（ＲＡＴ）を獲得することを追求する。そうする際に、ＵＥは、所定
のＲＡＴに関連する、および所定のＲＡＴのために備えられたすべての帯域および周波数
を探索する。このプロセスは、典型的には、電力消費の点で高価である。例えば、４つの
ＬＴＥ帯域をスキャンすることは、相当の電力を消費する約１３秒を要求し得る。このプ
ロセスはまた、不良なユーザ経験をもたらし得る。例えば、使用可能な周波数がＬＴＥ帯
域スキャンの最後（すなわち、第４のＬＴＥ帯域）に存在する場合、ＵＥは、使用可能な
周波数に到達する前に最初の３つのＬＴＥ帯域を不必要にスキャンし、その結果生じる、
ユーザによって経験される遅延は、望ましくない。さらに、ＵＥがＲＡＴを見つけること
ができない場合、ＯＯＳプロシージャは、直近に使用された（ＭＲＵ）、好ましいローミ
ングリスト（ＰＲＬ）、またはユニバーサル加入者アイデンティティモジュール（ＵＳＩ
Ｍ）に従って指定され得るように、その地理上の位置内で定義された有用なシステムを探
索する。繰り返すと、ＵＥは、ＲＡＴにわたって使用可能な周波数に関してスキャンする
上で遅延を経験しおよび相当の電力を消費し得る。これらのプロシージャのすべてがサー
ビスを再開できない場合、それは通常は広範な帯域スキャン後に発生し、ＵＥは、ローミ
ングシステムを探索することを開始する。
【００６６】
　[0068]前記のように、既存の技術に従って構成されたＵＥはまた、電力を節約するため
にＯＯＳのテレスコーピングを使用する。そのようなテレスコープ式探索アルゴリズムは
、後続する探索／スリープサイクルの周期性を繰り返し増大させる。この解決方法は、電
力を有効に節約するが、支払われるペナルティは、エンドユーザにとっての遅延されたサ
ービス能力である。サービスを回復するための積極的な探索と電力を節約するためのテレ
スコーピングとの間のこのトレードオフは、低い電力消費で素早くサービスを回復させる
ことを、不可能ではないが、極端に困難にする。
【００６７】
　[0069]上述されるＵＥ　ＯＯＳアルゴリズムの最適でない挙動に加えて、現在のアルゴ
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リズムはまた、ＵＥの地理上の位置または（ＮＷ配備およびセルに対する）ＵＥの相対位
置に関する概念または情報を有さないという点で限界を有する。（すべてではないが）多
くのシステム喪失イベントは、パターンに基づいて発生することを同様に観測することが
できる。例えば、ほとんどの人々は、家と職場との間の同じルートを通るような彼らの日
常生活に対して定義されたパターンを有する。さらに、駐車用構造物のような屋内のシナ
リオにおいても、人々は、同じまたは同様の場所に駐車し、オフィスの所在場所へのまた
はオフィスの所在場所からの同じ経路を歩く傾向がある。ＵＥがそのようなルート／所在
場所においてシステム喪失イベントを経験した場合、ＵＥが同じルートに沿った同じ近隣
に存在する次回にほぼ同じまたは同じ所在場所においてシステム喪失イベントに出くわす
ことになることが高い確率で予想される。現在のＯＯＳアルゴリズムは、そのような繰り
返されるユーザの行動を利用していない。さらに、現在のＯＯＳアルゴリズムのうちのい
ずれもまたはＰＨＹ／ＭＡＣレイヤアルゴリズムのうちのいずれも、ＲＬＦまたはＯＯＳ
はイベントの発生を予測することができず、それは、上で説明される繰り返しのシナリオ
において有用である。前述されるユーザの行動の繰り返しパターンが与えられた場合、Ｌ
ＴＥ　ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを有効な形で予測し、システムを再獲得するための予
防措置を講じるかまたは代替システムを探し得る。
【００６８】
　[0070]本開示の幾つかの態様は、より短い探索時間を達成することによって電力節約を
向上させ、ＲＦ／モデムチップが既にオンであるかまたは使用中であるときに探索するこ
とに向けられる。これらの態様はまた、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントにより素早く応答す
ることによってより良いユーザ経験を達成することに向けられる。以下において詳細に説
明されるように、これらの有利な技術的効果は、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを予測しお
よび先制戦略を使用することによって達成し得る。
【００６９】
　[0071]本開示の態様により、ＵＥは、可能性のあるＯＯＳおよびＲＬＦイベントに関し
て学習して適宜反応し得る。反応的応答は、類似のイベントが観測された場合に各イベン
トに関して得られた解決方法（獲得されたＰＣＬ－ＰＬＭＮ－ｅａｒＦＣＮ）を記録およ
び使用することによって過去のＯＯＳ／ＲＬＦイベントから学習することを含み得ること
が構想される。反応的応答は、以前のユーザ経験に基づいてＲＬＦ／ＯＯＳを予測し、Ｌ
ＴＥが依然としてＲＲＣ接続状態にあってＲＬＦまたはＯＯＳイベントを有することが予
測されるときにサービス探索をスケジューリングすることによって適宜反応し得ることも
構想される。スケジューリングされた探索はまた、ＵＥによって記録された、以前に解決
されたＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生時に記録された解決方法を利用し得る。代替と
してまたはさらに加えて、ＵＥは、上述されるように現在のＯＯＳプロシージャに従い得
る。この代替策は、ＵＥがＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生時点で利用可能にされる代
替システムを予防的に探索するためにイネーブルにされるため引き続き有利である。ＵＥ
は、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの予測時点で、メモリ内に記録された以前の解決方法を
使用することを試行し、以前の解決方法が利用不能であることが証明されたことに応答し
て現在のＯＯＳプロシージャに従い得ることが構想される。
【００７０】
　[0072]本明細書において開示されるＲＬＦまたはＯＯＳ予測メカニズムは、ＲＬＦまた
はＯＯＳ予測を支援するための来歴上および地理上の／相対的位置情報をキャプチャし得
る。このデータは、例えば、図４に関連して上述されるセル情報データベースの一部とし
て実装し得る、ＲＬＦデータベース（ＲＬＦ　ＤＢ）と呼ばれるデータ構造内でキャプチ
ャされ得る。ＲＬＦ　ＤＢは、ＲＬＦが発生したＬＴＥセルの情報の３つ組を格納し得、
この３つ組は、ＬＴＥセルを一意で特定し得る。代替としてまたはさらに加えて、図４に
関連して上述されるセル情報データベースは、各セルを一意で特定するために情報の３つ
組を格納し得、セル情報データベースの要素は、ＲＬＦ　ＤＢによって記録された３つ組
のシーケンス内のオブジェクトとして参照され得る。３つ組の例は、セルのｅａｒＦＣＮ
と、ＰＬＭＮ　ＩＤと、ＰＣＩと、を含み得る。従って、ＲＬＦ　ＤＢは、図４に関連し
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て上述されるセル情報データベースに基づいて設計され得る。代替としてまたはさらに加
えて、ＲＬＦデータベースは、表２内において以下で提供される現在の獲得データベース
（ＡＣＱ　ＤＢ）構造に基づいて設計し得、または、新しいエントリを含めるためのＡＣ
Ｑ　ＤＢの拡張として実装し得る。
【００７１】
【表２】

【００７２】
　 [0073]ＬＴＥ　ＲＬＦまたはＯＯＳ予測に関して、情報の２つのデータセットが使用
され得ることが構想される。例えば、ＬＴＥ　ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生時点で
、ＵＥは、ＲＬＦ　ＤＢ内にＬＴＥセルに関する３つ組を記録することによってＬＴＥ　
ＲＬＦが発生したＬＴＥセルを記録し得る。ＵＥは、ＲＬＦが発生したＬＴＥセルの前に
ＵＥがキャンピング（ｃａｍｐ）された２つの直前のＬＴＥまたは非ＬＴＥセルを追加で
記録し得る。ＵＥはまた、これらの３個のセルの順序／シーケンスを記録し得る。その後
、ＵＥによる、同じ順序で発生する情報の３つのそのような３つ組（各々が１個のＬＴＥ
に対応する）の観測は、ＲＬＦまたはＯＯＳ予測のための第１の条件であり得る。従って
、ＵＥは、ＲＬＦが以前に発生した近隣を確認するために所定の順序で３個のＬＴＥセル
のシーケンスを相関させ得る。ＵＥは、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生時点でＬＴＥ
セルの無線信号受信電力（ＲＳＲＰ）を記録し得、この電力レベルは、そのセル上でＲＬ
ＦまたはＯＯＳイベントを予測するためのしきい値として使用し得る。例えば、現在のＬ
ＴＥセルおよび以前の２個のＬＴＥセルがＲＬＦデータベース内のエントリと合致する場
合で、現在のＬＴＥセルのＲＳＲＰが、所定の時間の間、そのＲＬＦ　ＤＢエントリのた
めに記録されたＲＳＲＰを下回るかまたはＲＳＲＰに接近する場合は、ＵＥは、ＲＬＦま
たはＯＯＳイベントを予測し得る。代替として、所定のＲＳＲＰしきい値は、ＲＬＦまた
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、ｎ３１０のイベントの開始時点でＲＬＦまたはＯＯＳイベントを予測し得、ここで、ｎ
３１０は、ＵＥが検出された低いＲＳＲＰに起因してＰＤＣＣＨを成功裏に復号すること
ができないときの２００ｍｓ間隔の数を示すパラメータである。異なる言い方をすると、
このパラメータは、ＵＥがダウンリンクにおいて２０の連続するフレームを成功裏に復号
することができない回数を示す。
【００７３】
　[0074]ＬＴＥ　ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの予測に応答して、ＵＥは、ＬＴＥから２
次ＲＦ受信機のロックを獲得し得る。２次ＲＦ受信機のロックを獲得することは、例えば
、同時ＬＴＥ（ＳＬＴＥ）のような二重の受信機の特徴を有するＵＥによって実行し得る
。ダイバーシティ受信機のロックを放棄するＬＴＥは、リンクバジェットの有害な変化を
引き起こし得るが、ＲＬＦまたはＯＯＳ予測メカニズムは、ＬＴＥが両方の受信機のロッ
クを有する場合でさえも予測されるＲＬＦまたはＯＯＳイベントが発生する可能性がある
状況においてＲＬＦまたはＯＯＳイベントを予測するように構成し得る。この予測信頼性
は、部分的には、ＵＥの走行の方向を確立する、ＲＬＦ　ＤＢエントリ内の３つ組の順序
を観測することによって達成され得る。
【００７４】
　[0075]一旦、ＲＦロックがＬＴＥによって解除されると、通常のＯＯＳプロシージャに
従われ得るか、または、最適化されたＲＬＦ　ＤＢは、ＵＥがＬＴＥセルの３つ組によっ
て確立されたのと同じ近隣でＲＬＦに出くわした最後の時点で発見された解決方法を探索
するために使用することができる。前述されるように、この能力は、２つのＲＡＴが２つ
の異なるＲＦチェーンで同時に動作し得るＳＬＴＥのような特徴に起因して達成し得る。
【００７５】
　[0076]ＲＬＦ　ＤＢは、以前のＯＯＳ／ＲＬＦイベントに関する情報を含み得る。この
情報は、同様のイベントが再発生したときに獲得アルゴリズムのための探索空間を限定す
るために使用され得る。ＲＬＦ　ＤＢ内の各エントリは、一意のサービスを提供する３つ
組（すなわち、ｅａｒＦＣＮ、ＰＬＭＮ　ＩＤ、ＰＣＩ）によって特定され得る。サービ
スを提供する３つ組は、同様のＲＬＦ／ＯＳＳイベントを特定するために使用され得る。
ＲＬＦデータベース内のエントリの数は、１０個のエントリのような最大値に制限され得
る。ＲＬＦ　ＤＢは、ＯＯＳ／ＲＬＦイベント頻度、および、ＯＯＳ／ＲＬＦイベントの
最後の発生のような、ＯＯＳ／ＲＬＦイベントに関する情報を含み得ることが構想される
。また、ＲＬＦ　ＤＢは、解決方法セル、解決方法が見つけられる前にＯＯＳにおいて費
やされる時間、および解決方法成功率を特定する情報のような、ＲＬＦ／ＯＯＳイベント
に応答してＵＥによって見つけられた解決方法に関する情報を含み得る。表３は、幾つか
の態様によるＲＬＦ　ＤＢの例を提供する。
【００７６】
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【表３】

【００７７】
　[0077]ＲＬＦ　ＤＢ管理は、ＵＥによって実行され得る。例えば、ＵＥは、ＲＬＦ　Ｄ
Ｂ格納、共有、および保守に関連する動作を実行し得る。ＵＥは、ＲＬＦ／ＯＯＳイベン
トを検出すること、これらのイベントの解決方法について学習すること、ＲＬＦデータベ
ース要素に現在のＯＯＳ／ＲＬＦイベントを合致させること、および適切な反応のために
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非アクセス層（ＮＡＳ）とこの情報を共有することに関連する動作をさらに実行し得る。
ＲＬＦデータベースを管理するに際して、ＵＥは、図５に関して以下においてさらに説明
されるように、エントリ含有、解決方法含有、エントリ更新、解決方法更新、エントリ除
去、および解決方法除去動作をさらに実行し得る。
【００７８】
　[0078]次に図５を参照し、ＲＬＦ／ＯＯＳに関してＵＥによって実行される無線通信プ
ロセスがさらなる詳細さで説明される。ブロック５００で、ＵＥは、新しいセルを獲得し
得る。ブロック５００で新しいセルを獲得することは、当業者によって容易に理解される
ように、初期化、ハンドオーバー、選択、または再選択プロシージャの結果して発生し得
る。ブロック５００で実行される動作は、図４に関して上述されるプロシージャを含み得
ることが構想される。処理は、ブロック５００からブロック５０２に進み得る。
【００７９】
　[0079]ブロック５０２で、ＵＥは、新しいセルの構成情報を獲得し得る。例えば、ＵＥ
は、前述されるように１つまたは複数のＳＩＢを復号することによってセルに関する構成
情報を獲得し得る。ＵＥは、ブロック５０２でセルのＰＩＤ、セルのｅａｒＦＣＮ、およ
びセルのＢＷを獲得し得ることが構想される。ＵＥは、図４に関して前述されるように、
ＵＬ／ＤＬ構成、ＰＬＭＮ　ＩＤ、ＣＧＩ、ＣＳＧ能力情報、および／またはｅＭＢＭＳ
能力情報を同時に獲得し、これらのタイプの情報を格納および使用し得ることがさらに構
想される。処理は、ブロック５０２からブロック５０４に進み得る。
【００８０】
　[0080]ブロック５０４で、ＵＥは、３個の直近のセルのシーケンスを追跡するためにメ
モリ内に格納するセル構成情報（ＣＣＩ）シーケンスを更新し得る。ＵＥは、２個のセル
または４個またはそれよりも多いセルのような、他の長さのＣＣＩシーケンスを追跡し得
ることが構想される。３個のセルのＣＣＩシーケンスは、例示の目的のために使用される
。ＣＣＩシーケンスを更新することは、例えば、現在のセル（ＣＣＩ１）のＣＣＩ、前の
セル（ＣＣＩ２）のＣＣＩ、および前のセルの前のセル（ＣＣＩ３）のＣＣＩでＵＥメモ
リ内のデータ構造をポピュレート（ｐｏｐｕｌａｔｅ）することを含み得る。例えば、Ｕ
ＥがＣＣＩ２に対応するセルからＣＣＩ１に対応するセルに移動する場合、データ構造は
、ＣＣＩ２←ＣＣＩ３←ＣＣＩ４からＣＣＩ１←ＣＣＩ２←ＣＣＩ３に更新し得、ここで
、ＣＣＩ４は、ＣＣＩ３に先行したセルであり、データ構造の要素間のポインタの方向は
、ＵＥがそれらの各々のＣＣＩによって一意で特定されるセルを獲得した順序を示す。処
理は、ブロック５０４からブロック５０６に進み得る。
【００８１】
　[0081]ブロック５０６で、ＵＥは、メモリ内に格納された現在のＣＣＩシーケンスがＲ
ＬＦデータベース内に格納されたエントリのＣＣＩシーケンスと合致するかどうかを決定
し得る。ＵＥが、ブロック５０６で、メモリ内に格納されたＣＣＩシーケンスがＲＬＦデ
ータベース内に格納されたエントリのＣＣＩシーケンスと合致しないと決定した場合は、
処理は、ブロック５０８に進み得る。しかしながら、ＵＥが、ブロック５０６で、メモリ
内に格納されたＣＣＩシーケンスがＲＬＦデータベース内に格納されたエントリのＣＣＩ
シーケンスと確かに合致すると決定して場合は、処理は、ブロック５２２に進み得る。
【００８２】
　[0082]ブロック５０８で、ＵＥは、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントが当業者によって容易
に理解される方法で発生したかどうかを決定し得る。ＵＥが、ブロック５０８で、ＲＬＦ
またはＯＯＳイベントが発生していないと決定した場合は、処理は、ブロック５１０に進
み得る。しかしながら、ＵＥが、ブロック５０８で、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントが発生
したと決定した場合は、処理は、ブロック５１２に進み得る。
【００８３】
　[0083]ブロック５１０で、ＵＥは、ハンドオーバーが当業者によって容易に理解される
方法で示されるかどうかを決定し得る。ＵＥが、ブロック５１０で、ハンドオーバーが示
されると決定した場合は、前述されるように、処理は、新しいセルの獲得のためにブロッ
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ク５００に戻り得る。しかしながら、ＵＥが、ブロック５１０で、ハンドオーバーが示さ
れないと決定した場合は、処理は、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生に関するさらなる
モニタリングのためにブロック５０８に戻り得る。
【００８４】
　[0084]ブロック５１２で、ＵＥは、当業者によって容易に理解される方法で新しいセル
を獲得することによってＲＬＦまたはＯＯＳイベントに応答し得る。ブロック５１２で実
行される動作は、図４に関して上述されるプロシージャを含み得る。処理は、ブロック５
１２からブロック５１４に進み得る。
【００８５】
　[0085] ブロック５１４で、ＵＥは、ブロック５０２に関して前述される方法で新しい
セルのＣＣＩを獲得し得る。処理は、ブロック５１４からブロック５１５に進み得る。
【００８６】
　[0086]ブロック５１５で、ＵＥは、ＲＬＦに応答して、ＲＬＦデータベースにエントリ
を加えるべきかどうかを決定し得る。この決定を行うに際して、ＵＥは、ＲＬＦデータベ
ースエントリおよび／またはそれらのエントリに関連する解決方法の含有に関連する１つ
または複数の条件を観測し得ることが構想される。例えば、ＲＬＦ　ＤＢエントリ含有条
件として、ＵＥは、サービス提供セルで宣言されたＲＬＦ／ＯＯＳがＲＬＦ　ＤＢ内に合
致しているサービス提供３つ組（すなわち、ＰＣＩ、ｅａｒＦＣＮ、ＰＬＭＮ）シーケン
スを有さないことを要求し得る。エントリ含有のためにＵＥによって要求される別の条件
は、ＯＯＳで費やされる時間が予め定義された上限（例えば、５分）を超えないという条
件であり得る。さらに、ＲＬＦ　ＤＢ解決方法含有条件として、ＵＥは、現在の３つ組シ
ーケンスに対応するサービス提供３つ組が表内に存在すること、および、サービス提供セ
ル上にとどまっている間に無線リソース制御（ＲＲＣ）がＯＯＳ／ＲＬＦを宣言すること
を要求し得る。解決方法含有のためにＵＥによって要求される別の条件は、解決方法が次
の試験、すなわち、新しいセルの成功裏の獲得、新しいセルにおける強制的なＳＩＢ（す
なわち、ＭＩＢ、ＳＩＢ１、およびＳＩＢ２）の成功裏の読み取り、新しいセルが禁止さ
れていない、および、ＯＯＳで費やされる時間が予め定義された上限を超えない、に合格
することの条件であり得る。解決方法含有のためにＵＥによって要求されるさらなる条件
は、新しいセルの解決法３つ組（すなわち、ＰＣＩ、ｅａｒＦＣＮ、ＰＬＭＮ）がＲＬＦ
　ＤＢ内に既に存在しないことであり得る。ＵＥが、ブロック５１５で、ＲＬＦ　ＤＢに
エントリを加えないことを決定した場合は、処理は、ブロック５０４に戻り得る。しかし
ながら、ＵＥが、ブロック５１５で、ＲＬＦ　ＤＢにエントリを加えることを決定した場
合は、処理は、ブロック５１６に進み得る。
【００８７】
　[0087]ブロック５１６で、ＵＥは、ＲＬＦ　ＤＢからエントリを除去すべきかどうかを
決定し得る。ブロック５１６で、ＲＬＦ　ＤＢからエントリを除去すべきかどうかを決定
する際に、ＵＥは、ＲＬＦデータベースエントリの除去および／またはそれらのエントリ
に関連する解決方法に関連する１つまたは複数の条件を観測し得ることが構想される。例
えば、ＲＬＦ　ＤＢエントリ除去条件として、ＵＥは、新しいエントリが加えられるべき
であり、リストが最大の長さにあるごとにＲＬＦ　ＤＢの最後のエントリが除去されるこ
とを要求し得る。最後のエントリは、次のように計算される、最低のＳｏｒｔ_ｓｃｏｒ
ｅを有するエントリであり得ることが構想される。

　　Ｓｏｒｔ_ｓｃｏｒｅ＝ Ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅ_Ｃｏｕｎｔ／（Ｌａｓｔ_Ｏｃｃｕｒ
ｒｅｎｃｅ以来の時間）＋１／ＮΣＳｕｃｃｅｓｓ_Ｃｏｕｎｔ／（Ｌａｓｔ_Ｓｕｃｃｅ
ｓｓ以来の時間）

ここで、Ｎは、解決方法リスト内の要素の数であり、Ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅ_Ｃｏｕｎｔ
は、ＲＬＦ／ＯＳＳ発生の数であり、Ｌａｓｔ_Ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅは、直近のＲＬＦ
／ＯＳＳ発生の日時であり、Ｓｕｃｃｅｓｓ_Ｃｏｕｎｔは、成功の数であり、Ｌａｓｔ_
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Ｓｕｃｃｅｓｓは、直近の成功の日時である。ブロック５１６で、ＲＬＦ　ＤＢからエン
トリを除去することが決定された場合、処理は、ブロック５１８に進み得る。しかしなが
ら、ブロック５１６で、ＲＬＦ　ＤＢからエントリを除去しないことが決定された場合、
処理は、ブロック５２０に進み得る。
【００８８】
　[0088]ブロック５１８で、ＵＥは、最低のソートスコアを有するエントリを除去するこ
とによってＲＬＦ　ＤＢを切り詰め得る。処理は、ブロック５１８からブロック５２０に
進み得る。
【００８９】
　[0089]ブロック５２０で、ＵＥは、ＵＥのメモリ内に現在格納されているＣＣＩシーケ
ンスによってインデキシングされたＲＬＦ　ＤＢエントリを加え得る。新しく獲得された
セルのＣＣＩは、ブロック５１５で、解決方法を加えるための条件が満たされると決定し
たことに応答してＲＬＦに関する解決方法としてエントリ内に格納され得ることが構想さ
れる。処理は、ブロック５２０からブロック５０４に戻り得る。
【００９０】
　[0090]ブロック５２２で、ＵＥは、前述されるように、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントが
予測されるかどうかの決定を行い得る。例えば、現在のＬＴＥセルのＲＳＲＰが、所定の
時間の間、そのＲＬＦ　ＤＢエントリに関して記録されたＲＳＲＰを下回るかまたはＲＳ
ＲＰに接近する場合、ＵＥは、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを予測し得る。代替として、
所定のＲＳＲＰしきい値は、ＲＬＦまたはＯＯＳイベント予測をトリガするために使用さ
れ得る。代替としてまたはさらに加えて、前述されるように、ＵＥは、ｎ３１０のイベン
トの開始時点でＲＬＦまたはＯＯＳイベントを予測し得る。ＵＥが、ブロック５２２で、
ＲＬＦまたはＯＯＳが予測されると決定した場合、処理は、ブロック５２８に進み得る。
しかしながら、ＵＥが、ブロック５２２で、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントが予測されない
と決定した場合は、処理は、ブロック５２４に進み得る。
【００９１】
　[0091]ブロック５２４で、ＵＥは、ハンドオーバーが当業者によって容易に理解される
方法で示されるかどうかを決定し得る。ＵＥが、ブロック５２４で、ハンドオーバーが示
されていると決定した場合、処理は、新しいセルの獲得のためにブロック５００に戻り得
る。しかしながら、ＵＥが、ブロック５２４で、ハンドオーバーが示されていないと決定
した場合、処理は、ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの予測に関してモニタするためにブロッ
ク５２２に戻り得る。
【００９２】
　[0092]ブロック５２８で、ＵＥは、前述された方法で新しいセルを獲得し得る。例えば
、ＵＥは、ＬＴＥから２次的ＲＦ受信機のロックを獲得し得る。一旦、ＲＦロックがＬＴ
Ｅによって解除されると、通常のＯＯＳプロシージャに従われ得るか、または、最適化さ
れたＲＬＦ　ＤＢは、ＵＥがＬＴＥセルの３つ組によって確立されたのと同じ近隣でＲＬ
Ｆに出くわした最後の時点で発見された解決方法を探索するために使用されることができ
る。ＲＬＦ　ＤＢエントリに関して複数の解決方法が存在する場合、ＵＥは、最も成功し
た解決方法を選択的に使用し得ることが構想される。代替としてまたはさらに加えて、Ｕ
Ｅは、例えば、ＣＳＧ能力および／またはｅＭＢＭＳ能力に関するＵＥの現在のニーズを
最も良く満たす解決方法を選択的に使用するために図４に関して上述されるプロシージャ
を使用し得る。ブロック５２８で実行される動作は、図４に関して上述されるプロシージ
ャを含み得ることもまた構想される。処理は、ブロック５２８からブロック５３０に進み
得る。
【００９３】
　[0093]ブロック５３０で、ＵＥは、ブロック５０２および５１４に関して前述される方
法で新しいセルのＣＣＩを獲得し得る。処理は、ブロック５３０からブロック５３２に進
み得る。
【００９４】
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　[0094]ブロック５３２で、ＵＥは、ＲＬＦまたはＯＯＳイベント予測に応答して、ＲＬ
Ｆデータベースのエントリを更新すべきかどうかを決定し得る。この決定を行うに際して
、ＵＥは、データベースエントリおよび／またはそれらのエントリに関連する解決方法の
更新に関連する１つまたは複数の条件を観測し得ることが構想される。例えば、ＲＬＦ　
ＤＢエントリ更新条件として、ＵＥは、サービス提供セルで宣言されたＲＬＦ／ＯＯＳが
ＲＬＦ　ＤＢ内に合致しているサービス提供３つ組（すなわち、ＰＣＩ、ｅａｒＦＣＮ、
ＰＬＭＮ）シーケンスを有することを要求し得る。この条件が満たされる場合、ＵＥは、
モビリティ、ＲＬＦ／ＯＳＳ発生の数（Ｏｃｃｕｒｅｎｃｅ_Ｃｏｕｎｔ）、および／ま
たは直近のＲＬＦ／ＯＳＳ発生（Ｌａｓｔ_Ｏｃｃｕｒｅｎｃｅ）の日時に関連する情報
を更新し得る。ＵＥは、そのエントリに関する解決方法リストに解決方法を加え得ること
がさらに構想される。さらに、ＲＬＦ　ＤＢ解決方法更新条件として、ＵＥは、ＲＬＦ　
ＤＢ内に記録された現在の３つ組のシーケンスに合致するサービス提供３つ組を有するサ
ービス提供セル上にとどまる間にＯＯＳ／ＲＬＦを宣言後に成功の解決方法が見つけられ
ること、および、解決方法３つ組（すなわち、ＰＣＩ、ｅａｒＦＣＮ、ＰＬＭＮ）がＲＬ
Ｆ　ＤＢ内の対応するサービス提供エントリ内の解決方法として存在することを要求し得
る。ＵＥはまた、解決方法更新条件として、解決方法が次の試験、すなわち、新しいセル
の成功裏の獲得、新しいセルにおける強制的なＳＩＢ（すなわち、ＭＩＢ、ＳＩＢ１、お
よびＳＩＢ２）の成功裏の読み取り、新しいセルが禁止されていない、および、ＯＯＳで
費やされる時間が予め定義された上限を超えない、に合格することを要求し得る。これら
の解決方法更新条件が満たされる場合、ＵＥは、ＯＯＳで費やされた時間、成功発生の数
（Ｓｕｃｃｅｅ_Ｃｏｕｎｔ）、および／または直近の成功発生（Ｌａｓｔ_Ｓｕｃｃｅｓ
ｓ）の日時に関連する情報を更新することを決定し得る。処理は、ブロック５３２からブ
ロック５３４に進み得る。
【００９５】
　[0095]ブロック５３４で、ＵＥは、更新されるべきエントリの解決方法リストから解決
方法を除去すべきかどうかを決定し得る。例えば、解決方法除去条件として、ＵＥは、Ｒ
ＬＦ　ＤＢエントリの解決方法リストに新しい解決方法が加えられるべきであり、リスト
がその最大長さになるたびに解決方法リスト内の最後のエントリが除去されることを要求
し得ることが構想される。最後のエントリは、次のように計算される、最低のＳｏｌｕｔ
ｉｏｎ_ｓｃｏｒｅを有するエントリであり得ることが構想される。

　　　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ_ｓｃｏｒｅ＝Ｓｕｃｃｅｅ_Ｃｏｕｎｔ／Ｌａｓｔ_Ｓｕｃｃｅ
ｓｓ以来の時間）
　処理は、ブロック５３４からブロック５３６に進み得る。
【００９６】
　[0096]ブロック５３６で、ＵＥは、最低のＳｏｌｕｔｉｏｎ_ｓｃｏｒｅを有するエン
トリを除去することによってＲＬＦ　ＤＢエントリの解決方法リストを切り詰め得る。処
理は、ブロック５３６からブロック５３８に進み得る。
【００９７】
　[0097]ブロック５３８で、ＵＥは、ＲＬＦ　ＤＢエントリを更新し得る。例えば、ＵＥ
は、ＲＬＦ　ＤＢエントリの解決方法リストに解決方法を加え得る。代替としてまたはさ
らに加えて、ＵＥは、ＯＯＳで費やされた時間、成功発生の数（Ｓｕｃｃｅｅ_Ｃｏｕｎ
ｔ）、および／または直近の成功発生（Ｌａｓｔ_Ｓｕｃｃｅｓｓ）の日時に関連する情
報を更新し得る。
【００９８】
　[0098] 情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを用いて表
し得ることを当業者は理解するであろう。例えば、上記の説明全体を通じて参照されるこ
とがあるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧
、電流、電磁波、磁場、磁粒子、光学場、光学粒子、またはそれらの任意の組合せによっ
て表すことができる。
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【００９９】
　[0099]本明細書における開示と関係させて説明される様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムのステップは、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、または両方の組み合わせとして実装し得ることを当業者はさらに認識するで
あろう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に例示するため、上記において
は、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、
それらの機能の観点で一般的に説明されている。該機能がハードウェアとしてまたはソフ
トウェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的システムに対する設計制約に
依存する。当業者は、説明されている機能を各々の特定の適用例に合わせて様々な形で実
装し得るが、該実装決定は、本開示の適用範囲からの逸脱を生じさせるものであるとは解
釈されるべきではない。
【０１００】
　[00100]本明細書における開示と関係させて説明される様々な例示的な論理ブロック、
モジュール、および回路は、ここにおいて説明される機能を実行するように設計された汎
用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他のプログラマブル論理デ
バイス、ディスクリートゲート論理、ディスクリートトランジスタ論理、ディスクリート
ハードウェアコンポーネント、またはそれらの任意組合せ、を用いて実装または実行し得
る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替においては、プロセッサは
、従来のどのようなプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステート
マシンであってもよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、例え
ば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサとの組
合せ、ＤＳＰコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサとの組合せ、または任意の他
のそのような構成、として実装し得る。
【０１０１】
　[00101]ここにおける開示と関係させて説明される方法またはアルゴリズムのステップ
は、直接ハードウェア内において、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュー
ル内において、またはそれらの２つの組み合わせ内において具現化し得る。ソフトウェア
モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能なディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、または当業界において既知であるその他のあらゆる形態の記憶媒体におい
て常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出すことおよ
び記憶媒体に情報を書き込むことができるような形でプロセッサに結合される。代替にお
いて、記憶媒体は、プロセッサと一体化させ得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩ
Ｃ内に常駐し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に常駐し得る。代替において、プロセッサ
および記憶媒体は、ユーザ端末内において個別コンポーネントとして常駐し得る。
【０１０２】
　[00102]１つまたは複数の例示的な設計において、説明される機能は、ハードウェア、
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせに実装し得る。ソフト
ウェアに実装される場合は、それらの機能は、コンピュータ可読媒体において格納するこ
とまたは１つ以上の命令またはコードとして送信し得る。コンピュータ可読媒体は、コン
ピュータ記憶媒体と、１つの場所から他へのコンピュータプログラムの転送を容易にする
任意の媒体を含む通信媒体と、の両方を含む。コンピュータ可読記憶媒体は、汎用または
専用コンピュータによってアクセス可能な任意の利用可能な媒体であり得る。例として、
および限定することなしに、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレー
ジまたはその他の磁気記憶デバイス、または、希望されるプログラムコード手段を命令ま
たはデータ構造の形態で搬送または格納するために用いることができおよび汎用または専
用コンピュータ、または汎用または専用プロセッサによってアクセスすることができる他
の媒体、を備えることができる。さらに、任意の接続は、コンピュータ可読媒体であると
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適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対
線、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）、または、赤外線、無線、およびマイクロ波のよう
な無線技術を用いてウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳＬは、または、赤外線、無線、およ
びマイクロ波のような無線技術は、媒体の定義の中に含まれる。本明細書において用いら
れるときのディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉ
ｓｃ）と、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と、
デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｃ）と、フロッピー（登録商標）ディ
スク（ｄｉｓｋ）と、ブルーレイディスク（ｄｉｓｃ）と、を含み、ここで、ｄｉｓｋは
通常は磁気的にデータを再生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを再生する
。上記の組み合わせも、コンピュータ可読媒体の適用範囲内に含められるべきである。
【０１０３】
　[00103]請求項内を含む本明細書において使用される場合、表現“および／または”は
、２つ以上の項目のリストにおいて使用されるときには、記載される項目のうちのいずれ
か１つそれ自体を使用することができること、または、記載される項目のうちの２つ以上
のあらゆる組み合わせを使用することができることを意味する。例えば、ある構成が、構
成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含むとして記述される場合は、その構成は、Ａのみ、
Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組み合わせ、ＡとＣの組み合わせ、ＢとＣの組み合わせ、また
は、Ａ、Ｂ、およびＣの組み合わせを含むことができる。さらに、請求項内を含む本明細
書において使用される場合、“～のうちの少なくとも１つの”によって始まる項目のリス
トにおいて使用される“または”は、離接的リストを示し、従って、例えば、“Ａ、Ｂ、
またはＣのうちの少なくとも１つの”のリストは、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたは
ＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する。
【０１０４】
　[00104]本開示の前の説明は、任意の当業者が本開示を製造または使用することを可能
にするために提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明確にな
るであろう、およびここにおいて定められる一般原理は、本発明の精神または適用範囲か
ら逸脱せずにその他の変形に対して適用され得る。以上のように、本開示は、ここにおい
て示される例および設計に限定されるものではなく、ここにおいて開示される原理および
新規の特徴に一致する限りにおいて最も広範な適用範囲が認められるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　無線通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する構成情報、クローズド加入者グループ（Ｃ
ＳＧ）能力情報、または発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
（ｅＭＢＭＳ）能力情報のうちの少なくとも１つを獲得することと、
　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を
格納することと、を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ＵＥによって、セルに関するシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージを復号す
ることと、
　前記復号されたＳＩＢメッセージから前記セルに関する前記構成情報を獲得することと
、
　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説値
を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用す
ることと、をさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記構成情報を格納することは、前記
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セル情報データベース内に前記セルの位置を格納することを含み、測位基準信号（ＰＲＳ
）、到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）、または決定された全地球測位システム（ＧＰ
Ｓ）座標のうちの少なくとも１つに関連するデータをキャッシュに格納することを含み、
前記方法は、
　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用することをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記情報を格納することは、前記ＣＳ
Ｇ能力情報を格納することを含み、前記方法は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用することと、
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先することと、をさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記構成情報を格納することは、前記
ｅＭＢＭＳ能力情報を格納することを含み、前記方法は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
ル情報データベースを使用することと、
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初の獲
得を優先することと、をさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記格納することは、前記セル上での無線リンク障害（ＲＬＦ）または同期外（ＯＯＳ
）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セルのセル構成情報（ＣＣＩ）およ
び前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以前のセルの１つまたは複数のＣ
ＣＩのシーケンスを記録し、ここにおいて、前記構成情報は、前記セルの物理的セルアイ
デンティティ（ＰＣＩ）と、公衆陸上無線ネットワーク（ＰＬＭＮ）と、周波数（ｅａｒ
ＦＣＮ）と、を含み、前記方法は、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定することと、
　前記マッチを前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイ
ベントのうちの少なくとも１つを予測することと、をさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記格納することは、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生または予測のうちの少な
くとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少なくとも部分的に応答して、ＣＣ
Ｉの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセルのＣＣＩを記録することをさ
らに含み、前記方法は、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを前記予測
することに少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方
法を使用することをさらに備える、
　Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　無線通信のための装置であって、
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　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する構成情報、クローズド加入者グループ（Ｃ
ＳＧ）能力情報、または発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
（ｅＭＢＭＳ）能力情報のうちの少なくとも１つを獲得するための手段と、
　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を
格納するための手段と、を備える、装置。
［Ｃ９］
　前記ＵＥによって、セルのためのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージを復号す
るための手段と、
　前記復号されたＳＩＢメッセージから前記セルに関する前記構成情報を獲得するための
手段と、
　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説値
を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用す
るための手段と、をさらに備える、
　Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記構成情報を格納するための前記手
段は、前記セル情報データベース内に前記セルの位置を格納するための手段を含み、測位
基準信号（ＰＲＳ）、到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）、または決定された全地球測
位システム（ＧＰＳ）座標のうちの少なくとも１つに関連するデータをキャッシュに格納
するための手段を含み、前記装置は、
　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用するための手段をさらに備え
る、
　Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記情報を格納するための前記手段は
、前記ＣＳＧ能力情報を格納するための手段を含み、前記装置は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用するための手段と、
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先するための手段と、をさらに備える、
　Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記構成情報を格納するための前記手
段は、前記ｅＭＢＭＳ能力情報を格納するための手段を含み、前記装置は、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
ル情報データベースを使用するための手段と、
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初の獲
得を優先するための手段と、をさらに備える、
　Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１３］
　格納するための前記手段は、前記セル上での無線リンク障害（ＲＬＦ）または同期外（
ＯＯＳ）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セルのセル構成情報（ＣＣＩ
）および前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以前のセルの１つまたは複
数のＣＣＩのシーケンスを記録するための手段、ここにおいて、前記構成情報は、前記セ
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ルの物理的セルアイデンティティ（ＰＣＩ）と、公衆陸上無線ネットワーク（ＰＬＭＮ）
と、周波数（ｅａｒＦＣＮ）と、を含み、前記方法は、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定するための手段と、
　前記合致を前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイベ
ントのうちの少なくとも１つを予測するための手段と、をさらに備える、
　Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１４］
　格納するための前記手段は、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生または予測のうち
の少なくとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少なくとも部分的に応答して
、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセルのＣＣＩを記録するた
めの手段をさらに含み、前記方法は、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを前記予測
することに少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方
法を使用するための手段をさらに備える、
　Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサ
に、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する構成情報、クローズド加入者グループ（Ｃ
ＳＧ）能力情報、または発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
（ｅＭＢＭＳ）能力情報のうちの少なくとも１つを獲得すること、および
　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を
格納すること、を行わせる命令が記録されたコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１６］
　前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　前記ＵＥによって、セルに関するシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージを復号す
ること、
　前記復号されたＳＩＢメッセージから前記セルに関する前記構成情報を獲得すること、
および
　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説値
を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用す
ること、を行わせる、
　Ｃ１５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１７］
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記セル情報データベース内に前
記セルの位置を格納することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に
前記セルに関する前記構成情報を格納することをさらに行わせ、測位基準信号（ＰＲＳ）
、到着の観測された時間差（ＯＴＤＡ）、または決定された全地球測位システム（ＧＰＳ
）座標のうちの少なくとも１つに関連するデータをキャッシュに格納することを含み、こ
こにおいて、前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、
　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用することをさらに行わせる、
　Ｃ１５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１８］
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記ＣＳＧ能力情報を格納するこ
とによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記情報
を格納することをさらに行わせ、ここにおいて、前記命令は、前記１つまたは複数のコン
ピュータに、
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　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用すること、および
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先すること、をさらに行わせる、
　Ｃ１５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１９］
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記ｅＭＢＭＳ能力情報を格納す
ることによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記
構成情報を格納することをさらに行わせ、ここにおいて、前記命令は、前記１つまたは複
数のコンピュータに、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
ル情報データベースを使用すること、および
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初の獲
得を優先すること、をさらに行わせる、
　Ｃ１５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２０］
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記セル上での無線リンク障害（
ＲＬＦ）または同期外（ＯＯＳ）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セル
のセル構成情報（ＣＣＩ）および前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以
前のセルの１つまたは複数のＣＣＩのシーケンスを記録することによって少なくとも部分
的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記情報を格納することをさらに行
わせ、ここにおいて、前記構成情報は、前記セルの物理的セルアイデンティティ（ＰＣＩ
）と、公衆陸上無線ネットワーク（ＰＬＭＮ）と、周波数（ｅａｒＦＣＮ）と、を含み、
ここにおいて、前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定すること、および
　前記合致を前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイベ
ントのうちの少なくとも１つを予測すること、をさらに行わせる、
　Ｃ１５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２１］
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータに、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベント
の発生または予測のうちの少なくとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少な
くとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセ
ルのＣＣＩを記録することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前
記セルに関する前記構成情報を格納することをさらに行わせ、ここにおいて、前記命令は
、前記１つまたは複数のコンピュータに、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを前記予測
することに少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方
法を使用することをさらに行わせる、
　Ｃ２２に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２２］
　無線通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、セルに関する構成情報、クローズド加入者グループ（Ｃ
ＳＧ）能力情報、または発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
（ｅＭＢＭＳ）能力情報のうちの少なくとも１つを獲得し、および
　前記ＵＥによって、セル情報データベース内に前記セルに関する前記獲得された情報を
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格納するようにさらに構成された１つまたは複数のプロセッサと、
　前記１つまたは複数のプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、を備える、
装置。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＵＥによって、セルに関するシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージを復号し
、
　前記復号されたＳＩＢメッセージから前記セルに関する前記構成情報を獲得し、および
　前記ＵＥによって、前記セルの物理ハイブリッド－自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）グループマッピングのための最初の相互情報（Ｍｉ）仮説値
を決定するために前記セル情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用す
るようにさらに構成される、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記セル情報データベース内に前記セルの位置を
格納することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関す
る前記構成情報を格納するようにさらに構成され、測位基準信号（ＰＲＳ）、到着の観測
された時間差（ＯＴＤＡ）、または決定された全地球測位システム（ＧＰＳ）座標のうち
の少なくとも１つに関連するデータをキャッシュに格納することを含み、ここにおいて、
前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＵＥによって、前記セルを一意で特定するために、前記位置情報を含む、前記セル
情報データベース内の前記セルに関する前記構成情報を使用するようにさらに構成される
、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ＣＳＧ能力情報を格納することによって少な
くとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記情報を格納するよう
にさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがＣＳＧ能力を有す
ること、および、別のセルがＣＳＧ能力を有さないことを決定するために前記セル情報デ
ータベースを使用し、および
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ＣＳＧ能力に基づいて前記セル上での最初の獲得を
優先するようにさらに構成される、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ｅＭＢＭＳ能力情報を格納することによって
少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する前記構成情報を格納
するようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ＵＥのパワーアップ時の最初の周波数スキャン中に、前記セルがｅＭＢＭＳ能力を
有すること、および、別のセルがｅＭＢＭＳ能力を有さないことを決定するために前記セ
ル情報データベースを使用し、および
　前記セルがＣＳＧ能力を有さない前記別のセルよりも低い信号強度を前記ＵＥにおいて
有するにもかかわらず前記セルの前記ｅＭＢＭＳ能力に基づいて前記セル上での最初の獲
得を優先するようにさらに構成される、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記セル上での無線リンク障害（ＲＬＦ）または
同期外（ＯＯＳ）イベントのうちの少なくとも１つに応答して、前記セルのセル構成情報
（ＣＣＩ）および前記ＵＥによって以前に獲得された１つまたは複数の以前のセルの１つ
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または複数のＣＣＩのシーケンスを記録することによって少なくとも部分的に前記セル情
報データベース内に前記セルに関する前記構成情報を格納するようにさらに構成され、こ
こにおいて、前記構成情報は、前記セルの物理的セルアイデンティティ（ＰＣＩ）と、公
衆陸上無線ネットワーク（ＰＬＭＮ）と、周波数（ｅａｒＦＣＮ）と、を含み、ここにお
いて、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　現在のＣＣＩシーケンスと前記セル情報データベース内に格納された１つまたは複数の
ＣＣＩシーケンスとの間の合致を決定し、および
　前記合致を前記決定することに少なくとも部分的に応答して、ＲＬＦまたはＯＯＳイベ
ントのうちの少なくとも１つを予測するようにさらに構成される、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントの発生または予
測のうちの少なくとも１つに引き続いての別のセルの成功裏の獲得に少なくとも部分的に
応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する解決方法として前記別のセルのＣＣＩを記
録することによって少なくとも部分的に前記セル情報データベース内に前記セルに関する
前記構成情報を格納するようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプ
ロセッサは、
　前記別のセルを優先的に獲得するために、前記ＲＬＦまたはＯＯＳイベントを前記予測
することに少なくとも部分的に応答して、ＣＣＩの前記シーケンスに関連する前記解決方
法を使用するようにさらに構成される、
　Ｃ２７に記載の装置。

【図１】 【図２】
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